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1によって一屑能率を向上し，荷役設備關係を最､意

能率よい様に配備して船の稼動率を高め，居住に、

開する凡ゆる施設を豪華よりも能率本位にし,衛
生的にして船員の活動能力を十分保持し得る*熟こ

すく首である．最近の日本船舶の現状かご見て，
賀の向上によって優秀な船を遥らねばならす．，徒
らに昔の豪華さのみに走って不釣合な船にするこぎ

船型學や推進抵抗に關する理論及び寅際は現在
｜
｜

’

まで相當 に進歩し，かつての日本造船能力の優秀

さを誇ってゐすこのであるが，世界の進船と海運の
L●

發逹はここ数年の間に更に飛躍し↑こことは當然

で，日本の造船技術･も從來の線に止まらず更に進

せねばならないと恩ふ．其中で特に必要と恩は

るものば;船を如何に能奉よく使用するかの問

歩せねば江

れ

とは大いに注意すべきであらう．船の艤装が本當
の意味で立派に完備されることを望んでやまな
い．琴

題であらうと思ふ．即ち船の識装を如何にすべき

かが最‘も重要である．航海溌器類の完備によき銃
、．

敏な行動，電氣設備を船内くまなく完備すること
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渉横111

Pゅ

漉蓮人の立場と技術の問題を論-すiるに就て，自る丈造船費材と所要工黄の節約を爲すの他なく，
分は海蓮含祗に勤務してゐ.るもの豈鐵は自分も一・主として設計鞍術を向上し，工場經瞥を合理化し

、技術砦に過ぎず,海運人の立溌代篇することは．て工場能率を蛎進する事を要する理である､叉蓮･j

1で毒駕葎鰯,織驫鰈墓蕊駕鴇辮灘悪撫蕊蕊雛畦総
一鑪蝋鷲鰯識胤;磯聯議篭蕊轟■

蕊として老へら〃ても差支ある熱､．又海運會祗汽縦等の效奉嫡進で，技術者の措賞すべき分謝よ
の技術面を循當する者としては是非共要望し度い極めて魔いものがある・稼動率の輪大の爲(ﾐ､も設
黙である．計技術の開係する黙も多変あるが之』こは優秀技術

ノ・

今次め大戦前我國の海運會祗が諸外國の有数の者の指導による苓作技術の開係する黙が多い．即
海運會献と肩を並べて，少しも遜色職漢ぜず却てち優秀な'る工員を養成して，一工員に到る迄が良′一
脅威さへ與へて居た事は，渦り海運業者の手腕に心的工作をなし完全な鼻工事を以て船舶の堪航性・を蛾す事が妓も肝要である．新造欝時の不手際は

灘蕊蝋瀞篝溌繍職耀灘、
､↓､､鼓に造船關係の技術者と云つﾅﾆのは遥船工業標準型船の如き篭だしきば,僅に60%にも及ぱな

が敷軍に及ぶ工業の綜合技術であるから殆ど全工い船すらある・此れ全く新造営時の技術ざ，工員、
業を意味する．然るに，戦時中國家の要請とは云一の良心的工作に依らざる不手漂に起因するもの冠
へ除bにも質的より堂的生産に移行しﾅﾆ爲''此のある・
間關係技術者の進歩は甚だし〈阻害せられ共の楕1以上は主として獺璽人が新造船に對する要望を
勢は戦後となるも経焔せす抑ふるに造船工場其他述べたが，現在の我國の保有する舟釧|を見ると，
工場の直接被害の爲産業の不振に災さじれ仲ﾉ2噌態今次大戦により優秀なる船舶は悉く喪矢して，窪

臓蕊裂職覧聯妻轤驚鯛鰈美毒鑿警灘軍鰐震慧難苧掌
捌によ,將薙に識す愚光蛎を得て諏職をな§駕瀞螺麓雛亨雲琴顛繍
んとして居る秋である.･海運人の唯一の力と頼む燕容易の事業声は無い.暫くの間は此等貧弱なる

雛雪妻麓雛辮麓繍態蕊瀞慰尋繍態蕊灘蛎縦
′に期待する虚今日より大なるものはない．然し戦對しても-,悔蓮業者が技術瀞に期待する庭は叉犬

〃

時中戦勝園の造船技術は急:速の進歩をなしたるにである．即ち迩切なる改逓によb多少なbとも蓮
・相連なく，其の發達の溌礎も不明であるので，世航能率を増進し,修繕期間を短縮し稼動拳を増進

界の海迩會砒と皷零し得る優秀船舶の提供を受〈して前記の如き不經談船の代納建造を完了する迄
る蕊ば極めて困難であると老へられる． 、の繋ぎとする事が目下の急務で，此の黙に開して・
優秀なる船舶とは，云』f迄もなく，維濟的で，も技術肴に要望する麗甚大である兎從て修繕に擬'

通航能率の大なる船こる事が最大の要素である．る技術蔚及工貝吹姑息的修繕産以て足脱bとなさへ
ず，要修理事故②原図を調査し,.此が對策を充分
検討て同一事故の再發を防ぎ，工事は良心的に
且つ迅速に完了して，稼動率を増進する事が焦眉
の急務である頚を附言する．（日本郵鍬）“

經慨的の紹舶↑こる爲にば，建造船慨を低廉とする
事を要し，運航能率を大ならしむる爲にば，稼動
率を大とし，此によりて探算有利↑こらしひるの他
はない．建造船便を低廉ならしむる爲には，出来
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論説

外國船の借入への期待

~

、

1

話

貿易振興，外費導入がやかましい問題となって

いる折柄，小澤運輸相が12)110日参議院本會議に

於て「外國船の貸與については話が相営進んでゐ

る」と述べﾅﾆ事は頗る注目に値する．この問題に

ついては經濟同友會，日本船主協會，日本貿易會
日本捲保協會より成る國際牧支改善促進委員會か

ら，最近船舶回輔基金設定，並に海上保険再開促

・進の決議がなされてゐるが，我國の國際敬支の不

均衡を是話するﾃﾆ略二，我盈もその急速寅現を心
から望むものである.、

我國の貿易は戦前大鰡に於て入超であつ↑こが'

それを年二億l則内外に上つﾅﾆ海運及海上保険の貿

易外牧入で袖ひ，辛うじて國際收支のつじつまを
合せて來たものである.､然るに今日では海運も保

嶮も對外的活動の道を閉されてゐるので，これら
睡

牧入は全く期待出來ずその結果入超の激戦によウ

結局は米國納税者の負播を重からしめてゐる現状
にある．

そこで老へらi.Lるのは米國船の借入れである．

現在I萬噸級リパテイ型が約1,100蕊も空しく繋

船されてみると徳へられてゐるが，之遼クレヂ;シ
’､によって借入れ，日本側乘組にて蓮樽して輸入

・物黄を輪還してその運賃の中からクレヂヅトを返

すことにすれば，恥I常の外貨推得が可能になる．

。このクレヂツ!､が鮎舶回韓基金である.右委員會
の計算によると23年度（23年7月よ･b24年6

月まで）の輪入物蓋總壁約900蔑噸の半分を12
航路に91隻の配船で蓮怠場合，770寓ドルのク

レヂツ!､を2ヶ月間受ければ，1年間に紹囚借賃

､その他の費用を差引いて約4,360寓ドﾙの外鰄
取得出來るといふ．

か麓る有利な計算になるのは蕊金の回縛奉が大

綴2,3ケ月で極めて早く，それに投黄額の2倍の
f･

運賃をあげ得るからである．その黙においては綿

花回韓基金まbむしろ有利なくらいである．今夏
米圃議會は綿花回韓塞金法案を可決しﾅﾆが．この

船舶回韓基金の設定と，リパテイ型船舶の貸與に

ついて連合軍總司令部及連合國が好意ある支持を

與へられんことお懇請し↑こい・・

先‘に發表されたドレーパー報告は日本商船隙
400勘噸の再建を提唱してい‘るが，之は四面海に

園まれﾅﾆ日本が海運に法存すること多く’しかも

海運收入が國際貸借に重要な寄與をなし，日本の

經濟的自立に縦〈べからざる意味を蓑つことを認
識したﾆめであると恩はれる．然し我國の造船能

力が向上しつつあるとはいへ，400.萬噸を新造船

によ’ウ保有するに至るのは相営遠い將來のことで．

あらう．クレヂソトによる船舶の借受けこそこの

織職を柿ふもの‘で,.ひいては商船隊の再建を早か
らしめることにもなるであらう．然し日本商船除・

再建に就ては米國海運業着と蓮合國の一部に反對
ム ･

がある襟に報ぜら畑てゐる．然し我盈ばこ｡の程度

の海運業の復興が全洋にわ通る米國海運業を著し
く脅威するようなこと.は到底ある･まいと思ふし，

起るべき不當競争の繰な懸念に對し-aよ十分對虚
し得る方途があると思ふ．まﾅﾆ海運業が武力侵略

の素地を準備するとの疑惑に就ては，各國が日本

經濟の民主化力錐み,軍需工業が窓､くなった現状
をよく理解される様切望し了二い、12月9日の極東

委員會でｿ池提案にか挙る日本の軍需産業復活防
止のための日本産業風祭管理案が否決され↑二こと

は注目されるもの官あb,､海運復興に對する偏見
も次第に除去さ“ることを期待するものである．

海上保瞼の再開も外f職鵯の見地から重要であ
り,､之には海運の場合の様な反對論は少いであら

うが，そ航には我會祗が外國逢金の自由も，外貨
1．

資隼も持つてゐないので，海上保嶮の↑”に外貨
賓金を最初に刊川ずる便宜が何らかの形で與へら
れることが必要なのである,"III不振が懸念され
ている時，我固の國際收支改審の↑こめ海運業及海
上保険業の振興について政府は一段と熱意を以て$
交渉に常ることを望む次第である．（柵日新聞）
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’ すスに過ぎなかつﾅﾆのであるが，これだけで衝突

を絶無にすることI姻雌である．從って航海を戯
も安全にするためには正確な位置を知る_と共iこ他
船の行動畠･で分ることが理想であつで；.こ'れを解一，

・在家の-航海計器

（痴航海者が最,も怖れらの陸,大きな嵐や時化でな
くて霧中の航海である．海上一面に濃霧が護生す
；ろと恰も人間が眼かくしき奴にまうで，報bにす

》
一

ザ

P

．、るものは方向を知るコンパスと船の速jを示す測決す･ろ↑こめにあらゆる努力が挑われて計こ、今次
穏義だけ?である．しかしコンノミ'ｽ等測程儀が正しの大戦では霧を透してｲ峨告を見つけるレー･グーが．､0．1

〈て,しかも操舵員が正しく操舵をし↑ことして發明され'･霧えの征服が完成されたv〆

最新の航､海､計.器一も？海上には不規則な潮流や海流があって正しい
"g)位置を知ることができない．海上における緋-('i').レーダー(Radar).&､

，，の遭難の中霧中における座礁や衝突が一番多いのレーダーと‘はRadioDetdctmgandRanging
も,_霧中の航海が如何に危嶮であるかを物語っての頭文字恋綴つ,だ名前で,､Hei"ichIHerta..f,
いる。從って霧中航海をよ・b安全ならしめるﾅこめ1887年に電波は固濯から反射することを發見lだ．｛
に,､手用測鉛や水睡を利用して海の深さを測る測ことに端を發レ，1904年にドイツ人技師Chrisf-,･.
深儀が恥､られ,更に香響による測深磯まで發明ianHulsmeyerが電波反響衝突懲防装置につ‘、

｜…｡この篝響測耀儀が聯れてから(よ,幟て數墹の特許を取りⅧ封:'925年にｶーﾈ雫
塞鵬浪深力』記鍔紙上に表わ.されるので船舶の座一研究所のGregoryBreitとMerlsA.Tuve

が電離屑の調査に衝喋波糾Ijいる方法を使ったこ〃

礁ばよほど少くなつ↑二・

，識二無線方位測定機即ちラジオ《コンパス(Ra-と等から發逮して各閣で衝盤電波による探知装澄
diOCOmpaSs)が船に装備きれるようになってかが"院され,1935年から1940年の間に米英制嘱

li らは，穂波によって船の位置が随時に得られるので殆ど同時に，しかも別掩に發達完成され土・戦
で露中における航海の危瞼も大いに減殺され，一時中にはそれが,軍州として活翻し↑こことは周知
時ラジオ。ナピヶーション(RadioNavigation)の事遼であるが，戦後は航海用として商船に用い、
な息言蕊さえ生れ，航海術に大きな革命であると・られてき↑二･． 』

もてはやされた．以上のように霧に對する解決がレーダーは衝雄波をある方向にむけて發射し，
一歩』-‘歩前進してき↑二のである。 その方向に何か間鰐があると反射して蹄って〈．

しかし以上述べﾅﾆ普響測深溌や無線方侭測定機る。その時間を測ってその固鵲の方向とf鯛罐知
によっても，最も正しい船の位澄を''1すことは困る装置である.時間を測るには陰極線管(邇蕪プー

難であウ，乞れ等によiって他船の位置を知ることラウジ管）が用いられるが，その方法にAscope
ばできない．元来蛎中航海においては，汽補等にと呼ばれる型と＃PPIscopeと稲える型との二

．、よる霧中信競によって伽間のおよその位置を判定′砿がある．

一一一4－－－
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に走ぢせ發信と受信との信漉が入づた時だけ光る
・ようにし，しかも放射状に走る方向を元ぞ走ら’、

向きとI刺させ，アンテナを自卿勺に回韓させる
．と，中心には發信信號が表われて自船の位置を示

し，もし北に船がおれば螢光面の上方（イ）にそ

の距離に雁じ7二場所に受信の光黙が表われる．も
し東に浮標があると，それに應じて受信の光黙が．

右方（ほ）に表わ眠る．これが迅速に操ウ返えさ

れて残像の原理によって螢光面上にす＝ての反射

物鵲がそれ等の方位と距離とに應じて描かれて牢．;1

灘駕縦蝋曇朧要鶏｜の物標が見箪づけら恥,船の位置も決定すること
ができる．この方法をさらに光學的に直接海周と

對照させて一目で鍋の紘置を知る装置もできてい
．、

ろ.g

このPPIscopeこそ航海者が待ち焦れた方法・

で，船舶の位置も瞬I巌に決定され，しか-も｣慨肖や

他物をも知ることができるので最も安全な航海が・
できる航海計器である．

，レーダーは極めてよい反射能と鋭い指向性を得、 ‐｜

雛難蕊灘瀧I
術的困難があったらしかしその困難を克服して尚．

、

船用レーダー｡とじて商品化しﾅﾆ米國の努力は催と、､
せ組ぱならない；．しかもレーダーは米国船に綬盈

と装備されていることは，日本の航海軒{二とって
美しい限bである｡‘

（ロ）ローラン(Loran)

ローランはLongRangeNavigationの頭文

字をつつり合せt二名前で，その原理や機柵ょ職縛

中に米鬮で發明されﾅﾆ全く斬新な方式の航海計器、

である．その原理典第3岡のように，地上画二つz

の發信局（イ)(ロ）から今同時に術盤波を發する

とすれば，船では電波の鱒播時間の差fごけ間隔を》
瞳いて受信することになる．この時間差を測定ず、
ると，それは距離差を知つ↑こことになb,自船の‐

Ascope-は第1団のように陰極線管の接光面

’
F

1１
１

｜

’

…("謎” -ふ洲$淵h確綱瑚M"1"墹辨朏糊M州柵
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擁1圖

上を左から右へ電子が走ウ，發信(㈱イ）と受信(F)

の信號がはいってきﾅﾆ時に電子は一瞬間上方に偏

移させられる．この二つの信號の間隔によってそ

の物篭までの距離を知ウシその時のアンテナの向

きによって方位を測る．その上熟練すると．その受

信信號の表われ方によって島か船か等の判別力;で
きる．しかしニの方法では距離は正確に分るが，

その物開の識別は一寸困難で航海用として利用償
値が少い、、

PPIScopeは第2間のように陰極線管の螢光
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面上に自船を中心とし北を眞上とした平面圏が表

M'l,る．こ#'I,は電子を中心から間周方向へ放射状
が表‘賊置は二つの局からその距離差の製iの軌跡の上の
射状何鹿かにあるとして位置の線が得られる．この鮠
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感が深い．

′、〔ハ）シヨーーラン,(Shoran)
手

一・ショーランはShOrtRangeNavigationの

頭文字を綴り谷わしﾅﾆ名前でジ主に航空機用とし

て發逹しに'ものである．これによづて測定しﾅﾆ位
。！

置は極めて正確であるから；最近は陸地測量用に

使用され，從來の三角測量に勝る鞘唆で地圃が刻
盈訂正されつジある欣況である，

ショーランは《以一グーに似ﾅﾆ方法で，自船から

二つの地上局にむけてそれぞれf,,f2という周波

数の電波で織成される衡盤波産發し，その術娯波

は地上の二つの局に達し，それぞれの局からは折‘

返し.fという周波戯の電波で雄成昌れる術難波が

發信されてくる．これ等の電波を受信すぃぱ，そ

れぞれの局までの距離が分るから一度に船の位置

が決定できる．ジヨーラジは樋超短波を使う必要
もなく，しかも淵;甥力も大きくなくても差支え

がないこめ小型な機械となり携帯用に.さえなって

いる．こ'れも地上局さへ完備すると，利恥俄値は

充分であると思われる癖:殊に限られ↑二航路を航海

する青函連絡船等には簸も適しﾅﾆ計器であらう．

以｣述べ↑二三:つの電波計器は何れも霧中の航海
に對する獅決を與え.ﾅﾆもので，麓波の限りない働・

きは更に巧妙でしかも緒欝な計器が生みI{%される
ものと確信するものである．（海務學院激授）
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置の線は二つの局（ｲ)(ﾛ）を焦黙とする双曲線
（岡に示す賓線）であることは容易に理解される〆 0

こと蚤思う．次に他の對局（渥,)(ハ）の信號を受

‘､信して前と同様にして他の一本の位置の線（曲に

示す黙線）を求め，それらの交黙俄線と黙線）．
を自給の位置として決定すぎことができる．即第

3園9A鵜ま”曲線の交黙で船の紘置である．
涯一ランはレーダーと異って使用する電波も

’刷乃至,900キロサイクルの中短波を用､,る
から，遙かに遠距離まで使用され,、しかも船に受

信機だけ装備すれぱよいのでレーダーより愛川も

遥かに安いので一般商船に用いもれる傾向カミ弧

い､現在米國では既に庚範園に画一ラン發信局を
設け，世界の主要航路は殆ど陣一ランによって航

、海し得るようになり，霧中航海に絡止符を打つ↑二

ﾛ、

I

‘せて使用すればRadarの利勲を生かし一層安全’イ
ア誤リカ各祗のRadar紹介′

な航海が出來る．即ちRadarの操作者は常に船、
○Raytheonmfg.Co.(Wa!tham,MassE)のの方向には職慮せずにRadarScope.(topは常
Radar(本文カツ1､参照）は最大50浬迄,rnin．に眞北を示す）で完全な眞方向の映像を･見ること，
rangeIDO砺まで判別出來，眞方位及相對方倣がが出來る．船の針路をかへても映像の移りかはb
分る．船儒に取付ける指示器で凡て調節1i1來，機は迅速鯲明で不便を感じない．
査手入修理等至極容易，甲板隔壁天井等に取付けOGeneralElectricCo.(Schenectady.N.Y.)
られ指示面が回縛Hﾔ來る．のElectronic'Navigatorはどんな天候でも，小
OWestinghouse(Pittsburgh,Pan.)のRadar艇や浮標等凡ゆる對象物の方向距離が正確に判定
ば特に船舶剛に設計され,鍛大32浬まで映像は鮮出來る．高海岸線30浬,低海岸線10浬，船は
明に出る．正確鋭敏操作容易で素人でも鋤I寺間の7浬,浮標は3浬まで霧中でも識別1II來,映鱈判
訓練で映像の判断が出來る嫌になる．方位も眞北、別も操作も極めて容易である．衝突等の危瞼もな
叉は本船と相對的に知ることが出來る．．〈船速をあげうるので2日も航海日數を短縮すれ
○SperryGyrosGOpeCo.(GreltNeck,N.Y､)'ば本装置に要する喪用な芦十分に取りかへせるだ

･のものば,SberryGyroCOmpassと特綴組合らう･W
。：
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ガスタービン特輯（＝）

用賎闘－

て
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一 づー

アメリカ及びドイツに於ける

スタービンの‘發一逹／・

海軍では既に約7年前〃ら民間會肚の協力の

‐下にその護展に力を入れてゐる，その第二着は
Allis-Charmer証に識交した3500HPの試驍機

で約4年前にAnnapolisの海軍試醗所で試験に

蒲手しﾅﾆ．タービン入口温度は732｡Cといふ前

例ない高い値に達し淀由で｡ある．將來は多数の軍
艦にガスクーピンを装朧することにならうかと思

はれる．・

商船では既に蛮船への試用が始つ↑ﾆ．即ち海事
委員會(MaritimeCommission)がEllijt會
献と契約して設計製造させ↑二装謹をLiberty型蓮
淡船の1隻に装備するので同船に既装備のLibe-
rty標準型蒸氣往復機械をこのガスターピン装置
と換装するのである．以下この装置の概要を記す

がこれは約2年餘以前の報道に基づくものである

から現在は既に竣工してゐることかと恩はれる．

I
ガ

カスターピンけ舶用では補助職械例へばVelox

雛の逢風機原動機としてIIIひられだやうな例はあ

るが主機械としての發展は案外後れて居↑二・然し

戦手で我が國の技術が世界から隔離されてある間

に外國では朴'鴬にこの研究が進み既に費用の域に

達してゐるやうである．往復式qj内燃機械から内

燃タービンへの進展は蒸氣往復機械から蒸氣久一

ピンへの進展と同儀當然の過程であ.る．最近入手

し得ﾅﾆ外誌からその發達の一端を窺って見よう．
ここに述べるのは米國及び猫逸に於ける例でガ

ス湿度と熱效率並に燃料消変度との關係に雨着相
営の懸隔あ!)若干疑問の鮎もあるが,船砿も逮ひ
叉數字計算の基礎も明かでないので報ぜられてゐ

るままを載せるごととする．
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参考文献〃MarineEngineeringandShipping

Review"1946年4月號．

ピン装置陣第1岡に示すや･うな系統か
もタービン，睡縮機無に高低唾の2段一

ガスタ'一

ら成る．帥
アメリカ

ユ給入空鎮諺晋器及び漉器

2．低雁雁縮機

3．冷却器，

4．高腰睡縮機

5.熱交換器 W

6．澗腿燃焼室

7．滴腿ダービン

。、

8．低砿撚焼窒

9．低腱禦一ピン

10．排蕪舗(煙突へ）

11．燃料油噴燃器

12．歯車減速鮭温

5

合

8．

I

巴 5

d

ﾛ

第1I罰ガスターピン装陵系統岡 、
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の温度を一定に保つやうにしﾅﾆこと並に熱交換器

の使用に依ｳ得られるものである．分力に於ける
效奉を前記標準タービン装置のそれと比較すれば

第2固の通である．

種凌の回韓數に於ける雨タービンへの馬力の分

配は第3園の通である．．

Ｉ

自

一

一
『会

少

…

’
－ 艦、の科學一

、 ／

から成b高座タービン（管制タービン）が低座座

一縮機を直結駆動し，低唾タービン(推進クーピン)．．
_峰が高窪座績機を直結嬢動すると共に歯車減速装置

を介して維進器に連る・種交の負荷に應じ雨クー
‘I

ビﾝへのカスの流量及び高職一ビ.ﾝに入る力黄,、

：の温度は愛化するが低艇ター､ピンへのガスの温度

ノは略一定に保つのである．装置は逆韓が利かない
‐、

から電氣式傳動法jこするといふ案もあつ↑二が力度

＝の開､範園に亙る性能と信頼性軍純さ並に重量憤
格の考慮から歯車減速装置を採用することに決っ

た．推進器ぱ可愛ピッチ,のものとしこ卿に依り前

後進並に力度の菱更が自在である．これは前例な

いでは無いが珍らしい．設計目擬は大氣温度27.
C最高矛ｽ温度76(I･Cの下に有效馬力3,000(最

高可能有效馬力3*300>である:推進堯置の燃料
猫変度は定辮力度に於て0.199Kg/s.H.P.h.で燃
料の高位發熱量(10,900Kcai/Kg)基準の熱效率

．、

”.､7％の選定である.･蒸氣ダービ蕊装置で暇に蒸

，氣墜力32Kglcm2,温度399･Cが標準である
、、

~とすれば平均の熱效奉は24．3％になる．これと．

‐比較すればカスタービンの利益は22％である．．

この高い熱效率は要するに使用媒鴨の温度の高い．

ことに基因するのであ､るが,760oCとし､･ふやうな＝

高温度に堪へる滿足な材料の存在がその條件にな

一る．然しこの具髄的事項に關・しては報道されて居

ない， グ
プ

ジ全力のみならず,､低力度に於ても相當の良效率・

か期待されて居る．これはタテピン竜管制用（高

。
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低睡タービン蹴鞠数・
擁3咽，馬力の分配．、

鯛斗はヂーゼル油産使ふ計謎であるが臓來は雛
用油，更に進んでは石炭を使ふごとも考慮されて

ゐる．安債な石炭を刑ひ得ることがガスターピン

成功の重大な鍵であらう．

機關重量を既装備の蒸氣往復機械並に同等力騒

可

“
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日
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Ｉ
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Ｉ
ｒの棟準蒸氣タービンのそれと比較する

である．数字ほ機關郡總重礎である．
－ － 廷 冒 ﾛ ｰ ｰ ｰ 一 一 一

と次の通り
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装磁の種
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lq は推進タービンを一定入口カス温度の下に一定速
度で回稗きせカス流量を適営に塗化きせ負荷の鍵

、

〆

■
1

1

020406080100遮機を通じ高座燃焼室への燃料供給量を鍵化きせ
．第2楓熱效率ノ比i股

その結果管制タービンへのカヱ温度の鐙化，從・こ

麓）と推進月1(低睦)とに分けたこと,1段の再伺タービン及びこれに直結し↑二低唾睡縮機の回郷f
熱装磁を談けこれに依ｳ推進用ターごﾝへのカスの愛化と唾る，その結果全装置への室薫紬入蝋め
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ガスタービン特輯（二）
－－－－

’
~

米國の舶用ガスターピンの發逹の現状
一

『
正
Ｐ

舶月j蒸氣及カスターピンの一般現状が米國機械

學會誌の157巻に記減されてゐるが，此の論文は
蒸兼及びカスターピンの二部より成り，舶用蒸氣

タービン部分に於ては蒸氣の性状，推進装置の現

在樵造をI吟味し，カスタービン部分に於てはカス
ターピンの可能な利鮎遊考へ,･総ての廻韓機器タ

ービン及唾縮機に有州な開放型サーイクルガスター

ビンの護達を捻討してゐる．

カスタ弓'ピンは蒸氣タービンよウ僅良な燃料消
費量，簸遺輕減ヅ補機の簡易化，必要人員の減少
等の鮎に非常に魅力があ,る．・

・喰油を燃料として用ふるならば，ヂーゼルエン

ヂンは熱效奉は良いが，高級重油を,必要とする故

に，;ガスターピンはヂーゼルと競争出来る.と老へ

られる．論文の大要は次の通りである。

1）定容積燃焼型一カスは高過給設備を有する

ビスI､ンエンヂンに依って發生され；發生ガスカミ

ターざﾝ･に排出供給され出力に愛ずる。この､ビｽ

ﾄﾝｴﾝヂﾝIF於ける燃焼には精製描が必要であ
り，且叉つりピストン型の＝ンヂンでは該装置の

各部分を同相することが出来ないので力久の似絲合

に不調（ザーージング).が起るから，浄刷装澄が必

要である，ゆえに此の型式のガスグーピンは，す

べてのガスターピンの發達の過程として老へられ

｜
’

＝

｜
’

ー

÷．

1 ｜
’

１
０
１
出
ｌ阜

（8頁より）愛化を来たし雨タービンへのガス流

量の愛化となる．さてこの鍵化は低唾タービンへ

のカス温度の愛化を來たすが最大效率は低嘩ター

ビン入口でいつも一定の最高温度を保ﾅﾆせること

に依って得られる課であるか.らとの目的のたあ温
度調節装置を装術する．これに依b低唾タービン
に入る燃料の量鎚鴬に調節して温度を一定に保
つ兎之等の装置の詳細は未だ報道ざれて居ない‐

推進器は4翼型でその翼をナーポモータに依り
j

油唾で反縛させる．定格剛力で航葬中前進全力の
位置から後進全力の位置まで6秒間で翼を動かし

得る豫定である．

ドイ、、ソ、
猫逸でも戦時中から船用ガスタービンの研究が

鋭意なされて居た.そして快速艇月]とじてBlohm
undVoss杜に依って，装霞が設計詞”こが溌物
の完成には至らなかつ↑二・只タービン軸車と若干
の唾縮機鋳物並に中室空冷夕良一ピン翼は現品が肌

帥軸流卿’威，,吐M煙……、｜
世の速度は5,400r・p．1nl.であ．る。嘩縮機は狸

温度190。乃至200･Cである．タービン入口鴨・

度はﾉスﾙ出口で900･Cの謹定である．この異
、

常な高温度の採用を可能ならしめたものは夕､-ピ．」
シの室冷蕊であること疑無い．タービンは2翼列

を有するカーテイ､ス軍段落よb成り各列翼には約，、
10％の反動度が與へられ翼冷却損失を含む全艘

效率は82％'の識定である．装置全罷としての｜
｜熱效奉は15％，燃料瀦斐度は0.450～Q､500Kgj

SHP,hの豫定.";る.睡縮機辮物にはアルミー
ウム合金を用ひその結果全装置の見菰重愛は値か

に､11tで1有效馬力鴬ウ1．46Kgである．

タービン翼空冷方式に就ては一言の要があ‘る．

第'列翼を冷却する室氣は墜縮機噂第8段直前か
ら分岐しタービンの中塞恥剛に導かれそれから翼
車に散けﾅﾆ羽根と翼根にある細孔とを通って中室

翼に入り遊隙部に抜ける．翼車に於ける室氣通路一

’へ

、

１
１

來上ってゐる由である． はボス部にボルトで取りつけリム部に熔接した板

タービンは縄馬力20,000;有剃{Ijj7,500HPで形成される．この通路に短い馬車羽根を装備し
で歯車を介して中央軸ぞ秘し舷側軸はデー増'ﾙ機プポン作州を増進する．館2列翼への冷却用室莱
械で廻す･冊撫の群ﾎ“不明であら．タービンはは.このポンプ作用のみに依殖薙大気から取るの
醗備機に直潴し唾縮機は12,500HPを側交し盤、あでる.(朝永研一郎）
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ー鋸の科皐一

字

ノり

ろ．参，、ノ羽根の制剣折損(Creepfailure)なしに10蕗
2）定墜燃焼型.最も活溌なる發達過程にあN調の生命を保證する爲に羽程中の晦力を低数値

b,總て作動要素は廻韓式である．定唾ガスターに保つ必要がある爲め'@エネルギーをタービン各

ピン漣開放型,閉鎖型サイクルの二つの種緋分段落に分割制限する事になって多段式タービンの
類さ奴る."k型サイクルに於ては大氣唾の室氣擁用が必要となって來る.作動流總が高温度であ
が吸入さ・れ唾縮され，燃焼管内で一定座力の下にるﾅﾆめにタービンケーシングは歪型を避け鰻高度．

加熱され，タービン中にて空氣及カスの混合綴との相對形が必要である．叉ターービン本禮から軸受

して膨脹し，最後に煙管中に排出される．排出延へ傅熱を防ぐにめに，特別な装瞳が必要と考へら

スの饒熱は熱交換器に於きて睡縮機か‘ら鵬ろ室氣彩れる．又高熱部分に使用さ肌る材料の熱膨脹値が
相當な値となるので,機械部分の間陵を保持する豫熱する．ィ

閉鎖ｻｲｸﾙ型に於てば嘩縮力蝋膨脹と開放型〃ことが困鯉なるので設計に際しては勵陣部分及
も同じ連鎌程が行はれるが,作朋室氣は連績的ケーシングの膨脹關係が均衡する様注意が必要で

・に循環使用され，排氣は唾縮機通過前に冷却され．ある・
る.鞠での加熱放熱は表面加熱器及表面冷却器露焼室は常に火焔が中央伸縮筒又火焔筒中にお
に依って行はれる．閉鎖サイクルカスターピンはさまる様に調整され，約30％の過剰筌氣を爆痔
開放サイクル課スターピンと同じ傑な唾力比で作することが必要である．此の過剰塞燕はタービン
動するが鐵際の座力は高いと老へらjtる．即ち熱執こ入る最後のカス温度を一定値に引下げる爲に此
交換器及各拠韓部分の寸法を小にし；蕊ｽ密度を・の伸縮筒の外側瓊糯を通って燃焼室の簸後の流燈
高くして居るからであるが，開放型サイタルに於流の維鮎で高熱カスと混合するわけである・・
ける小燃焼室の代りに大きな室氣加熱器が必要と舶用カスータービンと．じては各部分に於て效率良

きことは勿論必要であるが，少くとも全鵠效率のなって居る.．

災米に於ては開波型が一般に採fljさ奴て居り,25%が軸に要求される．華氏1200度の最商温
スイスで職有名渡三工場が開放型,閉銭型及牛閉度限界で此の嫌な效率を偽る↑こめには'熱交慰器
鎖型ｻ§イ‘クルを使用した舶用ガスタービンを研究をもちひ睡力損失を妓少にし噸&の埴良熱交換效

奉を得ると云ふ己とは仲々 困難である表面式のし務塞せしめつ茸ある現状である・

座縮機としては軸流座縮機が使月｝されて居る．熱交換器の高熱效率は唯容積の損失を考へて6み
現在建つﾆ型のものとして遠心式と往復式がある可能である.80%の熱交換效奉は同じ雌力損失
がｲ可れも軸流式は他の型式のものよウ.も鎚化に對に於ける50％の熱效率の6催の表面砿を必要と
して敏感である．然し一般に唾縮機はタービンとする．然し乍ら80%の熱交換效奉は50%に比
同軸に無く，從ってタービンと同速度で回稗す§し著しい燃料消費の節約(約'8％位）となるの
必嬰はないから之は大しﾅﾆ重要問職ならない.、で豆大な熱交換零も意味があるｵ>けである．
夕錠ﾝの織造としそは衝動及反動の雨方の羽＞此の儀な考察は回聴式熱交換(Rotarytype

根型が採用されて居るう樅來の誕績では反動式が、heatexcllanger)の發途を0雌するであらう．
多く探月]されて居註然し此の型式の羽根の唾別而して之は60％の熱交換拳の割ﾉ蹴交鍵器に比
ほ特に振れ翼型式が探側ざれて来ると腫分は困難し95％の效奉を發揮川来る，仙し回輔式熱交換
になる.羽根の注意深き設計は一審重要な事であ器は漏曳に依る作動流艘‘噸失が老へられるが，
って，羽根效率の鍵化に伴ふタービン出力の影馨多過の熱の回收に依って燃料を節約することで鱗
は蒸氣タービンの場合よりも災に大きいからであ黙を補ふことが川來る．叉3％の漏洩損失はlW]
ろ．例へば座縮機とタービン羽根b雨方に於けるぞ1%減少するのであるから，更に設計"fの成功
效率が1%ak善されればI肋に雄5%の川力増に依って漏洩を極めて少堂に減少す§事州來よ
加が得られる．からである．、う．（飯野産業企護部平岡正助）

●

－10－6，

I

、

一
一

１
１

ノ
ロ』

卜

I

。

ご
■

「
‐
画
頂

Q

、

●

ｌ
ｊ
ａ
Ｊ

２

9

、

,、 『

’

‐．＝＝ロー 一 一一一一 一一



再

、

ノ’

”

ノ

負

1
1

1

●

－ 随筆一
歩

乱暴で親が手を焼いていろよ"うな息子が船員に向

いているのだ，という先入感が日本人のあたまにg

ないとは云えないのである．いな，こればひとり・

わが國の場合だけではないらしい．あるアメリカ”

の海事雑誌にのっていた記事だが，シルパジとい

う船長がその友人----船員ではないところの－

ｶﾐら蚕紙と受けとつ↑こ・それによると「私の息子、
のジョンは乱暴者である．ついにハイスクールか泡

ら放逐され↑二・いま私立學校に入れているが，ま、

ナニドラプルを起こすのではないかと心配してC、
、

る．どうか商船學稜に入れてくれないか．彼は立

派な船長になれると思うが」}と書いてあるので,．
､､

シルパン船長は苦笑したというのである．

一口に船員と云っても，船員はいろいろであ
る．小型蒸汽船と大型汽船の船員ではその人柄も

だいぶちがっている．また，いつも沿岸ばかウ

走っている船の船員と,機戦前のように遠洋航路の

船で生活し；ていﾅﾆ設員とでは，そ･の氣もちもだい
ぶ隔了こりがある．ちかごろ遠洋航路船で仕込きれ

↑二船員が瀬戸内海の織闇で柳､ているが，それら
の船員の氣風は，前から瀬戸内海航路船で仕込ま

れ↑ご船員の氣風とはよほど違っていることか氣に

つくのである．特有なニュアンスをもつﾅﾆ船員か

ﾅﾆぎは，やはb幾日も航海ばかbしているような、

海外航路の船員によく現燈れでい↑こ・いま述べた
よう.に，船員といってもいろいろの職種があウ，
その教養もだいぶ違っているのであるが，一般に
船員はその立居ふる､まいが禮儀正しいと感決して
云えぬであろう．その感楕はまﾅﾆ制リウであb,-
意志の表現は獄つきら棒であり,､凡そ相手の思惑
なんかを考えて物を言うようなテクニックには縦
_けている．これは船員一一大型船の一に共通す
る特色であるが,それも,家庭生榊もつうるおい
から雛#t,複雑な陸』ﾐの祗會生活から孤立しで'･
ブニだ海洋大自然のなかに，あけすけの集團生活を
する特殊環境から自づから青くまれるところの性1．

傭であろう．しかし，その一見，粗野な，非交化
酌な人柄の奥そこにひそむ素直な,正直な，しぅ、
も親切な人なつこさを見のがしてはならないので
ある．そ叩は決して無知な者のもつ素朴さでは雄

、

〈，海洋生活で染めあげられﾅこ素朴さであさ．こ
β

戸
Ｌ
■

一一一ヘーヘヘー〈〈（《へ一一

口 口
船員 かたぎ

&

’、
一淋傑になるか，

然らずんぱ豚になる一

小門和之助
〈〈へ一一
一～一－一一一一一一壱一一

どこの職業肚會でも，その職業環境によって特

有の心理を形づくるようになる．環境というもの
は,人間の心理に大きな影響警與えるもので教る
らしい．とくにその生活瓊境が特殊なものであれ

ばあるだけ，その瓊境に支配される心理が特有な

ニュアンスをもつことと｡なる．本誌の編集者から

私に注文されﾆ「船員かたぎ」のごときは,ま'さ

に特有な全ユアンスをもつγﾆひどづであろう．
イギリス人はなかなか突込んだアイロニイを飛

ばす國民であるが，海上生活が人間の心理に及ぼ
す影響について，面白い↑ことえを吐いている．そ

れは齢上の生活というものは,職業としてこの
｡q＆

なかに入ウこんでくる満年を決してそのままには

しておかない‘その青年はいつのまにか，刺Iさま

になるか，然からずんば豚になるかいずれかであ

る」というのである．祁さまになぎとじ、う意味

は，犬間として最も尊敬される人となることで，

豚怪なるということは，屑のような人間になる意
も

味である．

このアイロニイは幸か不幸か一應｢船員か↑こぎ」

を道破して限るようである．しかし,iWIIか．然ら
ずんば豚という排中律は必ずしも眞撤ではない・
榊であり,，ま)こ豚である場合もある．いな,'一見
豚のような船員が，黄は刺Iさまのような心をもっ
ている場合も多い甑である．
所謂「船Qウくずれ」には，世間のひんしゆく1画

を買うような手合いの多いことは事責である､、イ
ギリスでも,．かかる季合いのことを，船ねずみ
(Packet-rat),fi)･るいは河畔の沈澱物(Riverside-色．

Scum)匙呼んだことがある．わが國の映謹に州
てくる船のウ‘にもゞこんなスヵムのような手合いが

I一

’ 多いようである．それで世間の人,2rは，船のり〈も萩
ずれや映霊に出てくる船員を見て船員とはこんなある
人間かとひとり合難できめてし炎うことになる．〈，

＊
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一 初曾の科學一

よい船員にはなれないのである．この責任感のつ
～

よさと査直さは，たしかに船員のもつ一つの特色

と云ってよく，陸上の職にづいても,この職で亜

蜜が自妙そいる人が多U､.，
かくて,.船員は長の荒削･ウな感‘箭,､粗野底外見

に似ず,非常に素直な，素朴な,人なつつこさを

もっている.'その人生槻は現溌的,'樂天的でくよ
くよしないの力潜通で遡る‘･う．人なつつこさのゅ、
えに，また軍純で素朴なゆえに，他人を信じ，他
人にだきされる傾向がある・順應性がつよいから
與えられ↑二蕊境にたいしては批判的,反抗的では武

なく，それを忍んで受けいれる．だから，現在の
船内の船員居桃施設にしても嫁，陸上のヒューマニ

ストから見ると．，義憤をもらすようなひどいﾙﾉ瀧 ･U

を甘受している傾向も見出されるのである．

とりとめもない船節､たぎを書き綴ってき･‐〆1－

が，最後に造船所の關係當事者にひとつお願いを
してお．きﾅﾆい・それは，この愛すべき船員か↑こぎ
．のもち主たちのひとつのなやみを緩和していただ‐
きﾈﾆいということである．というわけは，うるお
いのない船丙生活をつつけるこれら船員たちは，
人間のもつ家族本能から，ながい碇泊には家族と．、 、

含いγ言が愚のは自然のことであろう←．そこで，な
がい入海生活のあ吋ざ，これらの総員たちが家族
をよびよせ，主↑こ渦身め船員たちが梁しい陸上生
活を享受するに足る宿泊施設造完備’しさい燭ご萱
にいのである．この黙は職員大衆の切なる希望でノ
あるに拘れ･らず，ドックのかかる施設が一般的に
見て不備なることを’彼れら雌〈訴えているか
らである.-（海務學院激授）

れも､一般論でばあるが，船員祗會で「あいつは人

がらるい」と曜さ奴ろ船員でも，陸上祗會で見ｼ

ける剛夏の黒い人」と比べると凡そ問題にば軽ら

ないほど単純で素朴である．このあし､だ赫戸で出

含つﾆ奮知の人一一船員出身の商人一が「船の．

りほ正直で，だまされ易いから金儲けには適しな
‘一い」と言っていたが，そういう傾向はあるのであ

・ろ．う．‐優く

これもその特殊な生活環境からくるのである
．が，船員は物事を深く考えるというような習慣は

ついていない．これは鐙聴常啄き海洋大自然のな
かの生活でば，その場ぞの場の速断で態度を決め、

げぎ

．なければならぬからである.｢船員は数秒間に事を

決しなければな･ちぬ」と&手ケイギリー承での船員心

得が，この間の消息をよ､〈傳えﾅﾆものと云えよ

う．だか残祇會事象に↑ﾆいする判断にしても，
・曽

一應簡軍に結論をつくってしまう．深く沈思して

から結論をつけ鼻というようなことは不得手なの

である‐そごに陸上の仕事に誤“ﾙﾅﾆときの思
一 惑はづれがある のであろう．雪．

その反面，非常に順應性がつよい．大陸のよう．
〆

な靜的自然のな力?の生活では，自然に↑こいする人

，間の機種的な働きかけの意志が自づから青くまい
・てくる魁海洋のよ・うな動的自然のなかの生活で

、峰自然えの抵抗は破滅を意味する．そこでは巧
みに動的自然に順應して進路を開拓してゆくだけ

が生きる道なのであ鍼我に突飛さと無理碗
い､だから一般に地味な手塗い生活がこの献會の
特色であり，この黙については，とくに年のとつ

ブニ船員に多い．／、

、これとともに，働く人としての船員のよ･さは，
‐~倣に責任感のつよいことであろう．これば,高

級船員をはじぬ"付の普通$暗にとくにつよく､現
われている傾向である.、思うに，船の生活は所調

「死なばらうとも』の危険共同生活禮であり，い

い加減なゴマカシのf上事では全員の生命にも關式
る結果をもたらすので;各員は眞剥に箕直に仕事
をやらなければならないのである．やりつ放しの

人では，役付の船員ばつとまらな〃．こんな人は
船員祇會の通語であるところの「尻を割って｣下

船しな･ければならな鞆．豪放らいらくだけでは,、
／一一12

’

|I

L’

諸‘

船の話題

日本はやはb海の国だと恩ふ.流を憧れ,船を
こんなにも愛してゐる人がゐるかと恩ふととても・
心狸い・織蝋後の混凱で一時は船も忘れ去ら伽よ
うとしﾅﾆｶ;，船の雌力船の蹴れば，皆の心の中に
生きて居ウ’之がやがて海の園日本を建て直す大
きな力と験ろだらぅ・船の本も職の中か,ら撲りを
はたかれて場鯛を財識である．この人生の盤
をもっとも､つと大きぐ･緒集して國の政溝力に騨力？
すべ〈輪努めなければ巌らなも：．
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浪 人の 痕
（一）

一 途 船 研究所の問題一

一船舶工學科と

舶用撲關の問題一
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敗戦の現蛮は工業界に支離滅裂の混剛Iﾉ態を；が熟あつ↑旨ら幸である：
，ｱﾆらしﾆ．すべての生廉は一時停頓じ，今や徐/2ど．、．．》造船研究所の問題
に戦前のAl熊に復しつ萢あるも敗戦四年を迎へ濯、

現今,未だ三剣から四割瀧度の憐れな朕態で'あ先つ研究の問題を取り畢げて見る．戦前大きな、
‘造船に開する研究機溺ば，海軍の技稚諦暁所趨治る．

領土が狭くなウ人間許クウヂヤウヂヤ-して居る研究部,英職造船資織部，蓮楡省(遜檮省）の船
のみで，資源の乏しい我が日本ば食糧の自給さへ舶試験所及び三菱頭工業の･タンクとそc聯f究機關．

'も11I來ない始末だ.講和條約後獅立國家として1it等であった.今でば海軍ば姿を淌し’三菱の研沈
一O

熟こ伍して立って行くりこは,如何しても必要な原機闘も財閥解鵠と集中排除法とで到底眞劒な職詮
材料患輸入して力I1工品を作I),海外にIIIして更に研究を行ふ餘地は無いであらう．残るは運輸省の、
必要な原材料と生活物賓を瓜れねばならない．即船舶試駒ﾘ↑だけで，それ仁絡戦後出来た鐡道研究
，ち日本の工業がどんどん發達しなけ鯉ぱ國は滅亡所の雛七部が船舶に鋤する研究をﾎIいと総けて届
に向ふぱかｳ‘であらう．貿易ガ;順調にゆ･〈襟になる．研鋤“して物が發逹すると戯p何しても考一
ろにば先づ優良品を安慣に製造しなければなきまへられない．特に日本の造船をして世界の水準窪
､､､各鬮は何蝿善事華をやって居るのでば鵜、趣きぜる爲めには,大いに章醗研究細趣夫鑪．|・一

から,高いローズもの許b作って居るのなち買手らして新機軸を出さなけ奴ぱなるまい．虚で難癖’
になって呉れる國はなくなウ，肝腎の貿易は途絶試験所の問題であるが'､これが掘充は大いに老へ

、ら伽て居る様に聞いて居るけれども，何にしても‐へてしまう事になる．

造船の如き蕊工業は發窪さへすればよ‘､外貨獲國家豫算の一般會計で賄って行くのでは恩ひ切つ
‐得の源泉になる．と思う．庭で問題は我國の造船エアー事は中州擁難いものだ．戦前海軍が大溌騒産
業が,/よく世界の握蕊を對争に立派に註文を受け屡盈行って造船界に寄與しﾅﾆ事が大きかつ↑こが

やてその新造船を市場に出し得るや否や，現状では（これらのデータは経戦時多くは焼失して仕舞つ
，悲観材料が多いめではないかと思う．目下外國船だのが如何にも残念干寓だ)'それには軍秘綴謹造に

の註文がﾁ雲イチ盲ｨあるが,恐らぐこれば聯＃営って,建織算の一部鋪機軸に對してば建造
の我画の優秀な技術が今もその僻つながって居る其の物と老へ“'して蝿研究費に廻餓されたから
、ものと夢見ての爲めではないであらうか．日本ので“、進船研究部や黄駒部の經常愛では中興棚

｜篭艘は蚕材の面も技術の面も全．〈地に塗もて居るう様な事は出來難かつ↑このである．船雛試験所に
のではないであらうか．浪人はぢつとひつ込んでは附馬の現業がない。だから海軍がやつ了職な鷲
自然を友として居るが2〆種だの瓢が氣に懸bだし職研究に對する識疎の遡り繰りをつけるといふ事

《て落ち付いて居られなくなり渡言を言ふやうになは出来ないであらう．繊遥研究所の第7部も其の

'藤:；驚澱鴎無害歪讓蝋'’職麗鶏墓臘照臭皐鑛
面ー許りを見て論する黙'もあるであらう．ﾅﾆだ識なるものが蜜に微々 ↑こるもので，僅かに基本的
「虚」の氣持だけは失って居らない積bだ.探るな衰醗研究が肌来る程陛のお話にな‘らいものでぁ
ノ 4－－13，遣一､一
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僅氣がある．今度平和國家として立つ我園造船界

は．は，この沈愉時代に何の方面に發達するであらう

度か．浪人の繧言は即座にそれに應へる．きっと貨

省物船に異常な發達を見，世界の註文を引受けるに

研至るであらうと．即ち同じ噸數でより多い貨物が ｰ

望薇める.，同じ燃料でよ･ウ大なる航械力と速力通'得

られる，そして荷役設備に劃期的な方法が得られ
〈るといふ様な．これが基をつくるのには造船に關

事係する工業界各方面す〆ての人jの智悪を絞る事で
にある.'特に舶用機關の發達を夢見龍い、飛行磯の‘
で發逢のすぱち．しかつ↑このは，機綴と發動機が飛行

談棋關係者に眞に握られて居たからであると思う．、

な，虚で迭船では舶用機關がほんとうに機械屋の手か、

にら猫立して居了二であらうか．昔大學に舶川機關科

〈があつ↑二が大正の何年頃だづﾅﾆか,何時の間にか
る消えて仕舞って届る．舶"縦開の講座迄問題にな”

て＝って居ると．いふこんな事で立恢な舶N1機關の發、
機逵は望まれまい．

基礎的理論は陸上であらうと海上であらうと何
の等達はない．然し始めから船といふ事を頭か･ら少
官しも離さないものと然らざる者では，顯はれる結
艦采に犬きな相遠が生ずるのは犠然の事だ．馬鹿げ

思ナニ話だが,ある鶴戎屋で船としての要求に膳じ切
れないで，逆に機械の爲めに船綴を鍵へて欲しい

でといふ意見を主張した着があつﾅﾆ．事を記憶する．

る船のフォー〆が主艘でなくてはならないのにこん

，・な意見を'吐くとば木末顛倒も造しいが,､陸上の機
憩

う．械屋さんには困るとそんな風に老へる人も無いで・
汚

遼はない事を示すものである．
、

浪人ば大學の船舶工學科に船鰐科と機關科とを

船置く事を主張する．即ち舶用機關にﾅﾆつさわる者ノ
本は常に念頭から船といふ事を難さ中にやるだけの
，素地を始めから作駆ければならないと恩ふから・
氣である．徒らに機賊屋の勢力季で決めるべきでな
共い,理窟は種舞とつけられるが,資隙飛行機の謹
機、達が短かい間にどうして出來ﾅﾆかを老へて見ると〃

理窟等をこいないでやって見↑ﾆらどうであらう．

船舶工學科舶用機關の出身者の將來九§ユニパーサ
ノ

げ．ルでない事を蕊うる必要はない．日津力泣派な造
ぶ

れ船國として將來雄飛するのを前提として居るので

勇あるから、
／配

－ 14－
●

I

←

科學－
●

＝

一舟監のj」 、

．島様遥文部省から出る科曇研究愛等も總毎が僅
かなので;あるから，造船に振り向けら肌る金額は
今のインフレ時代には無いよりま・しだといふ程度

のやうだ．軍事費の要らなくなつﾅﾆ現在，文部省

ゐたりが明日の工業日本の基礎を固める爲めの研

．究豫算をもっと'取り得る牒になる事を大いに切望

・するが，これは中を簡単(弾行くまい．
何はともあれ迭船が明日の日本を背負って行く

ﾅﾆめには，賀駿研究が如何しても早急に必要な事

は議論の餘地はないであらう．ただそれ産や"るに
・・は金溌要.る．財閥が無くなった現在一私立會就で

思ひ切つﾅﾆ多額の研究菱を出す事は出來ない相談

グであらう．國の豫算にもあまウ期待が出來ないな‘
らば,､遥船會祗全饅は自ら活き而も國家を集榮に
導く海めに,黄醗研究費を出しあつそ解決しなく
てはなるまい．それには造船會祗の集まり.である

謹搬土業會も禮紹研究所を作ってそれを守り育て
たら典､であらう．造船研究所には残存の既成機
關の讓渡を受けて立ちあがつﾆらよいであらう．

研究員には在来研究に從事,しﾅﾆ人達が澤山届るの

であるから眺事はあるまい.勿論大學や開係官
臆と迩営態連勝をとるのは欝然の事である．大腿

その組織は理化學研究所のやうにしﾅﾆらよいと思
fシ

フ．，

つまり造船研究所は逵船會献共有の研究機關で

めb共通の獅究事項を研究するのが立前ではある

が,‘署し一會祇が特定の震験研究をしたければ，
′

卿ﾛをそへてこの機關に依頼すればよいであらう

し，ゑた特定の人を今定の期間この研究所に派遼
して研究覚験に従事せしむるのもよいであらう．
造の避船研究所を立派に育て上げるには，遥舳

1衛砒は一鯉その負婚が端ずであらう.lくかし蚕本
家も經避者も勢働組合も全部が，今日の糧の外，

明日のよりよき糧を得るh種子を蒔く事に眞劒な氣

持で助け合う糠にならなくてiよなる皇い，是非共
大衆的見地からつまらぬ議論を止沙てﾙﾋの様な機
關を蝿へて灘ひ度い、

L

船舶工箪科と舶用機關の問題
從來困難な事にぶつかると新らしい發逵を途げ

て来たのが我國造船界である．垂の制限を受けれ
“

、ぱ質で發達する．小舟でも世界の海に乘ウ出す勇
、

叫

'’

Ｌ
館
咽

〃

〆

『
一



ノ

一

『

＝

’

、

一

一

一

一菱材(ガラス）一

といわれる種類のもので，ソーダガラズのように

珪酸が主成分だがそのほかIと加里，酸化鉛を成分1

船舶とガラス“ としている．鉛を成分の一つとして溶かしﾅﾆ･カラ

スは歎か〈，カツ1､がしやすいのと，それらガラ－

スの原料をよく精製しﾅﾆものを用いることによづ．．

て,フリントガラス（鉛ガラス）は透明度がよく；

また，光線の屈折率や分散度が大きい↑こめに,.ヵ′
ツ1､した面から光線の反射や屈折が適営にいりみ

だ奴て，あざやかな感じをあたえら．しかも，プ

リンI､ガラスでつくった食器類を互にタッチする

と美しい金属性の音を發する特徴をもっている.‐

し↑ﾆがって，高級な堂ツズ類はよくプリン1､ガラ

スを用いる． で

次皿には§いるいちに着色しゾニガラスでつくっ

ﾅﾆものもある．スモーク（次色),不遜明な青緑色

（エメ画一ド）といつ↑こ色彩をも↑こせ,適営なデ．
ザインの型にそれら溶けにガマ;，､を流しこんでみ
ごとな器物をつくる，

次に窓ガラスであるが，それは一般にその製法．

は多量生産様式によってつくるので,普通の器物、
などをつくる‘のとはちがう．いまここではその製

法ははぶく．窓ガラスは前に示したソーダ石灰が、‐
ラスの－錘であるが，その成分にはさらにアルミ

ナなどを加えﾅﾆｳして，耐水性を弧めてある．ま

ﾅﾆ，､窓ガラス用の原料はう．リントガラスのように梨
それほど糒製しないから，原料の不純公としての

〆
，、

鐡分がわりあい多い7こめ,'ガラスが青味を瀞ぴて
透明度があまりよくない・
船舶の窓カラスとしては風睡や寒暖の差などが

はげしいところに使われるので耐墜匪や耐熱度を

高くしなければなら‘い・そのために，がラス仮
を弧化して，狼化ガラズとか鋼ガラスといIうれて・
いるものにする．

このような弧化カラスは醤通の板カラス(l蕊さ
5ミゥメートル以上のもの）を，あらかじめカラ
スが軟化する温度（榊氏600度内外）まであ淀､に

’

、

倉 田 軍 太 夫
■

ザ

Ｌ
７

カラスは古代からいろいろな方面に使われてい～ソ!､し7二Iu1刀､b兀糀リノ煤羽ヤノ出ガTか迦黄i‐いり与

る．文化の程度が高ければ高いほど，その利用範だ奴て，あざやかな感じをあたえら．しかも，フ
園は厩〈なっている．しかも，ガラスにはその成リンI､ガラスでつくった食器類を互にタッチする
分によって洛種各傑な性蘭をあﾅﾆえることができと美しい金属性の音を發する特徴をもっている.-
るし，攝氏1,400度内外で溶解しﾅﾆはじめは飴のし↑ﾆがって，高級な堂ツズ類はよくプリン'､カラ
ように戦いので，その形はどのようにもつくるこスを用いる．
.とかできるから，ガラス製品の月j途はきわめて廣次皿には§いるいちに着色しゾニガラスでつくつ
い、『 ナニものもある．スモーク（次色),不透明な青緑色

したがって,‘､ま,船舶に函係のある用撒老（ｴﾒﾛード)といった色彩をも↑こせ,適営なデ
えても，食堂用の食器類から，窓ガラス．電燈．ザインの型にそれら溶けにガマ;，､を流しこんでみ
グローブ'･信號レンズ･信細反射鏡｡無線用眞ご,とな器物をつくる．
室管パルプ‘・双1I艮蜘ljプリズムとレンズ.測距嬢次に窓ガラスであるが，それは一般にその製法
用ﾌ･リズム。レンズィ六分儀咽レンズ.色カラス．は多量生産様式によってつくるので,普通の器物
羅針盤月j分パーカラス．･各種メーターカバーカラ，などをつくる‘のとはちがう．いまここではその製
ス・晴雨計用カラス。寒暖計用カラス.ボイラー・法ははぶく．窓ガラスは前に示したソーダ石灰が、
用水面計ケージカラス．燈篭用フレネル．レンズラスの－錘であるが，その成分にはさらにアルミ
等ガラスが使川されている部分はかなりに多い．ナなどを加えﾅﾆｳして，耐水性を弧めてある．ま
しかも，以上示した種類の製品に使われているガ．ナニ,､窓ガラス用の原料はフリントガラスのように
ラスは同じカラスといっても，みなそれぞれにそそjtほど糒製しないから，原料の不純公としての，、

の成分を異にし，その物理的，化學的性質がそ.れ鐡分がわりあい多い7こめ,'カラスが青味を瀞ぴて
透明度があまりよくない．

ぞれの用途に應じてちがっている．
船舶の窓カラスとしては風睡や寒暖の差などが

側××

へまず,.食器類のｶﾗｽだが,これは何も船舶用はげしいところに使われるので耐墜匪や耐熱度を
に限らず一般の食器純渥い↑こい同じ性質のガラ高くしなければなら‘い・そのために，がラス仮
スである‘そのカラスは普通のコップ･皿，加肛，を弧化して，狼化ガラズとか鋼ガラスといIうれて．

、‐

鉢等をつくるもので，よくいわれるクラウン。ガいるものにする．
このような弧化カラスは醤通の板カラス(l蕊さラスというものがそれである．成分の上からいえ

ば’ソーダ石次カラスというもので》ごくぁりふ5ミゥメートル以上のもの）を，あらかじめヵう
れたカラスである．すなわち，そのカラスは成分一スが軟化する温度（榊氏600度内外）まで-あ淀､に
の上でだいたい無水珪酸が60％内外，石次が2めてある漉のなかにi､れて熱して，ガラスが軟化
0％内外．ソーダが’0％内外といつﾆものであ”しようとする直前に脳の外にとbだして急冷す
る．／ 、 る．そうするとガラス全部に一様な歪みがはいり

コップ､類でも模擬がカットしてあるのは，普通いわゆる磁化･ザラスとなる．邑のよう職歴みは普
のソーダ石次カラスとはちがい，アリントガラス､，通の器物や光畢賭ン穴用のガラろには絶對に禁物
、1 ‐－－－－15‐一一盲
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．、だがジこのようにしてわざ．と歪みをいれると衝蕊

．′などに罫してつよ,<-な吹，耐唾度も笹邇より5倍

／底ど銀くなる，耐熱度もよほど高く,なる．オニだ，
このまうな彊化ガラスは山､ち･どどとかにひぴがは

いると全部にこまかい．われ目繩できて,こなどな

になってし農う嫉黙があるが，先がと.がっ↑こわれ

目にならない長所もある．

× ／×

舟舗日用レンズとして普通にいわれているもの

・は，いわゆる維燈用信號レンズである．こ虹は赤

し､カラスで光源を力パーしてそのまわりをレンズ

でカバーしたり，直接透明レンズで光源をカパー
､‐

しﾆもする．

この場合の赤ガラスは普通の.五ラスの成分lﾐﾆさ

らにセレ三ウムがごくわずかはいつ龍ものであ．

る．セレン赤といわれているカラスである．ま

．仁，光源からの光を迩営に集中擬散して，光源を

適當に利用するﾆめに上下をフ;リズム型に何段

．（三段とか四段に）かに切った圓筒型もしくは牛

圓｜筒型のレンズが使われる．

：このよう艫漉レンズにもクラ塊ﾝカラスとプ
リン1芦カラスのいす･れかが用いられる．一部分プ

リズム型にずろわけは，光線を邇欝に擁散するの

と，光線がカラスによって吸收されるのをでき

弓だけすぐなくするﾅこめである．まﾆ，一方，そ
うするとガラス材料の漁斐逓も經濟になるわけで

〃ある．

鎧謹用のフレネルレンズの場合に；プリズム型

の輪型のガラスを何段かに重ねあわせて一鵠のレ

ンズにするわけも前と洞.じような考えからで，ま

ﾃﾆ，ガ，芯b大き@ミレンズに’しなければならないブニ
ノ

めに，製造〃'らもそうしﾅﾆいわゆるフレネル式
レンズのつくりかﾅﾆをする．

光學測器用〆双眼鏡とか六分儀その他)のレン
ズ。プリズム、色カラス等憾‘､わゆる光學カラス
‘の部類にばいる労ラスである．これまたその種類・

は非幣に多い．光學用レンズ，プリズム用のカラ

墓焉蹴辮雪蹴彦繊辨字響
卜系バリウム系，棚珪酸カラス等数種類でまにあ

う，、六分儀用の色ガラスも数種類あればよい．

心一

『

夕

光學ガラズにづいてはとくにその性質(光學的）

がやかましいので，製法技術は凋鮮なものである

がそれをここで示すよゅうがないのは銭念だ．

× ×

・そのほか，境空管ベル．ブ‘カラス，-ﾌi顕i計ケージ

ガラス等，それぞれ澗特な性質が要求されてい
る．

眞室管用ガラスは=う砿に他のガラスにも要求さ
れてる･ことであるが，ガラス内に氣池とか脈理
（不均質な部分）などがあってはいけないという
こと’さらに，．その厚みがなるべく一様蚕あるこ
と患ー，金属tタングステン、モリフ．ヂン,ヂ
ユメツ1､線）などを封じこむズテムカラスの熱膨
脹係数が封じこむ金風とうまく合伽ければなら
ないということなどで，成分の上からも面倒な苦

国d

心がいる．

前にも一寸いつ↑こようにダガラうはその成分に
よっていろいろな性質があﾅ言.えられぉ．オニとえば

、■

lll

、

■

可

訂
泊

タングス天ンを封じこむステムカラ〆な蟹は膨脹．．
係数がカラスとしては'かなb低いものとしなけれ
ばならないの歪’そのためにはある程度の棚酸を≦
.いれるとまい･普通のカラ承のす‘なく'“半分ご

程の熱膨脹係数にするとタングステン.とよ‘くあう
ようになる．そうしないとうま'〈封じこめない
し，クラックが生じ易い．

水面計ケージカラスもこれは船舶用としては重
要な役割をもっている．ボイラーは高温，高唾な
ﾆめ普通のガラスでは直ぐその面が侵されたb,.
われ↑ニウする．そこで,耐唾，耐水，耐熱性のカ
ラスをつくらなければながもちしない．それが容
易なことではないが’最近わ↑こぐし．のところでき
わめて良質の胸Iを研究の結果つくることに成功
しﾅﾆ．

× ×

宮以上,船舶用カラ､スといっても多種多様あるの
でわずかな紙面では述べつくされない．ごくあら
'ましのことを述べたにすぎない・こうし↑こ方面で
もガラスが日本再建に役立っているということを
知ってもらえば幸である.（岩城硝子研究所長)：

ユ

らえば幸である．

× ×
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推 進器放談

ごー－水車･と推進器一息
一

鬼頭史,~城 Q

．それがしは蛙であふ水陸雨棲動物だからであ船の方垂は（小生の見落しかと思うのであるが),、、、
ろ．元來水力機械屋であったものが戦時中造船屋．教科書などにも書いていないし，黄際設計をやる－
と化け，経戦後船の方も不景氣らしいというので人も，一為タンク三スI､の結果から震物への效奉 一孜

元の機械屋にもどつﾆ．ところ力;IEタンに船の方の換算を〔,ないもあと思う．否そん癖ことをしで．
、が景氣がよ.〈なって来たようだ．又ぞろ海が議しはいけないのだ．ことに．よると本物の方が模型よ、、

〈なってき↑二・さて小笙のような雨櫻動物の眼ﾖ：り效率の低いことがあるからである.(キャビテー
ーー(悲しいかなそれは天井をむいてついている）かシヨンの影響は別として）船のベラの場合にで
‘らみて分らな‘､ことがある．それは舶用推進器とも，溌物の方が模型より数％も效率のよいことが.．

|'‐水車と柵よう燃械であるに"､かわ城ある§のかどうか,数年諭さ鋤全う方に恐無一、

、ロ

l'その設計方法が甚じ《'ちがっていることであるるおうかがいを立てて…，商船で回聴も中位船の方では何といってもタンクテス'､寓能であ‐.のものならそういう‘こともなくもないとの笹とで．、
る・水車の方でも模型試験をやらない”けでlまなあつﾅﾆ・溌擬の船の後ろの水流と來たら箕にやや処.｜

造いが，テスト'．プランi､がなければどうにも設計こしいもので，水車のスパイラル・ケーシングを．
のしょうがないという線でもなさそうだ．船のプ′通b導羽根をくぐって來↑こ水とは比較にならぬか．
ロベラ設計では係歎がものすごく"使はれる皇旦〈ら，如何ともしか↑こがないであろう．水車の方で|・

伴流係数，曰く船殻效率,……噂elativeRotative使っている特有速度Nsによって雨者を同じ曲線Efficiency等登からBlade-Factor等の翼の形．にのぜてみるとこの黙多少はつきbする．｜
』こ開するものまで數え上げﾅﾆら切ｳがない．水車キヤピテーシヨンにしても，水車（ことにプ億〃,
‐屋さんの方は何んにも係数は使はないぢしい・も’ベラ水車）の方で問題にならないことも狸いが，

l鼠皇厩三認駕鱸蝋獺墓浮琴撫鴛ｱ冤燕繩:蕊室恥〆

がたくさん作ってある･から,､速度線圖さ‘え書けばの方がそ伽だけむつかしいのだとい乱ことになウ。
2とがすむのかも知れない.しかしプ向ベラ水車；そうである．、
カブ､ラン水車とくると大部船のバラと似て吟るはノ船のぺう軸受(張出軸受）のお粗末さ一とい

Iつだ§もるんそ…よ'どころ翻っての“ってば失澱に鴬る棚潔潮､えばよい鮒
、

‐だろうから，どちらがよし､とか,悪いとか潜越なこれにくらべて水車の軸受のものものしさ．も毎
批評を申上げようというのではない．．ともこ奴は堅軸のスラスト軸受であb#振動を氣
つぎに資物と横型との間の效奉換算である．水にする度合いがひどく蓮うめだから仕方がない． 、｜

車の場合にば，少《とも全餓において'この雨頭上に發電機'勵細發電磯を‘『ぱいで，しつ：｜
者の換算式なるものが今迄に4つや5つは作られしづと（?）血らねばならん水車の方にむづがし
てある。要するに震物の方がレイノルヅ数が高いきがあるのだろう.以上まことに取りとめのない
か’らしま，それだけに摩擦損失力沙〈，従っで散・失瀧な放談を申上げましﾅこが，井の中の蛙のｵｭわ‘、

壼蹴麗駕鰯鷲融蝋言と鵬納"富‘、、
、

′9、

間違いな'もふとさ恥ている・寅物の方が摸型まウ数．.★★
％敦奉のよいの力噛り前蕊れでいる．ところが
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一致協力して生産に從惑してゐる‐

営地は叉関西汽船，四画淡路連絡の

新しい港であり，工場の發展と．共にへ

営地が愈烏繁繁することを期待して

ゐる，

現在，川崎汽船陽船舶公圏發注の

第2次C型鰡友川丸(2,800T)が鉦に

昨年12月3日進水を了し織裟中で，
海運界に威力を加へる日も近い．焔，

蕊には報図近海機船，総舳公哩褒注
の第3次F型船瑞關丸(700G.T.)が

推水を控へ，鋲，ハンマーの萱が謙、
かな町にこだましてゐる．その他訂
揚修理中･の貨物船大陸九<1.950G.

T..)がある．現在の所工事鐘が不足

し我冷紳肉の唾をかこってゐるが，

國内船の新造修理，外蝿艘の引合多

数あり，やがて再び活況を呈し，川
一

崎傳統の技術を遼鱸なく褒揮し泉州

工場の調鐸を斯界に認かし鐘海運の

復興に大なる寄興をなきんことを期

してゐる次節である(24-1,K.M.)

－

州崎重工業泉州工場便り

農ｴ湯I傘阪府下泉南郡多奈川町
に在り.，大阪湾東南端に位し,大阪
市難波潔より南海遜鐵にて約’時迩～
手多奈川騨にて下車，多奈川町沿岸
の大部分を占めてゐる．祁戸の本祗
工場がェ頭量過大にて消化し得ず彼

張すべ〈建設せられた工場で，昭和
17年6月建設工率と併行しつつ操業

蕾麗始し表．’85,000坪の炭大な敬
地を有し，未完成のまま縫職となつ・

たの-きあるが,職災を免れ朔界に名

寒高ぃ本誕土場にて多年技術を習得
した優秀癒る技師工員が大部分を占

必てゐる.腱410,000G.T.の’
．I

船舶を收容し得る大ドック1個300

G.T.以下を.引揚可能のスリップ・ウ

エー’蜜,’’200墓の産業機械を儲
へ,､年間新造船･20,000G.T.修理

"99,'000G.T.の生産能力を有し

てゐる．不携の努力，旺盛な生産意

一

慾は清燕侭秀な製品を生産し，鯵戦

後魂在迄に新造船16",8,800G.

弧修理船48",22,000G.T.を竣
、

工せしめてゐる．この他に職災篭車

修理60輔に及んでゐる．竣エした

新造船中には180GsT.曳錯を引窪

職し600G.T.客船に改装,減戸内

海に就航してゐる．川崎汽船青葉丸

快速1,120G..T.客船須磨丸，第r

次F型紹中最高の運航率を示してゐ

る豊國丸，南氷洋で優秀な成績を躯
〃夕

げてゐる捕鯨船第2，第6.丈丸等斯

界にその名を高めてゐるものもあり，

川崎の技術の成果を學げ“ろ．
P『

現在従業員約2,400名,658戸の

祇宅，寮，完備した病院，百貨店風
ノ‘

の購買所，浴場，船員寮その他爾利

厚生施設が整附せられ『漁に蹴み
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、船舶圖書資料の斡旋
ノ

船舶に關する圖書,賓料は極めて少数で，この
方面にたづさわる人盈に､とって中為入手が困難で

あbますが，船舶技術協會では地方で圖書入手(こ
む不便な方菱の爲に種を斡旋の勢をとb7ﾆいと思い
．ます．筒不要圖書の交換叉は供出も営方で受付け
て圖書要望の方の希望にそいたいと思います．岡
書希望の方及び交換叉は供出希望の方は詳細記載
の上當協會ま'で御通知下さい．

3月號内容

戦後の造船…”………………和辻春械

我國上代の海上交通…………木村俊夫
書響測深儀の現状と
；能力向上について．．…･愛吉純一

β Q

黒潮の愛化……･…･………･…中宮光俊

ポートグピツト･………･……･宇田川貞一

浪人の寝言(二)……．．…････つし‘､むこじ

技術放談(三)･…･…“…･'･朝永研一郎

小型中型船の經濟的………､西j''"-康蒸氣原動機について
碑

。’

,進水用鋼板製盤木…･･…･“･･･・平川富三

一外國の舶用機關の發逮……,｡(海外諭抄）

スエーデンの大西洋枇漸客船(海外識抄）
國内海外二考一ス

船伽資・材．．
少 ÷

4．．「メーカー｣一随表〃
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ー養材（カババィ荻一）一宮〃
ず

水中軸承用「カバ《､イター」,に就いて ｜

｜
ご J

今

並 河敬、民〃

、

"58｡C以上不純物0.59%以下透率を定必て記入する．以上の方法
3．製、法、‘、 により製品が完成するのである．

－｜

（1）原未切噺4．生産能力

角材は總て縦目〔ホロ〕を以て紬現在は年産24で－，30噸である:（と
～

承而を織成する如くに製作する．岡こに1噸＝32立方呪，1立方沢＝31

聡材の湯合は全面に木口を出す事はKg>尚生産能力は年ユ50噸で毎ろ．、
出來ぬが水取の方法に依り木口面就〔誌〕10，000噸級紹舶所要鐘

を多くなし得る．倫節や虫孔，劉裂〃約5立方呪

等のあらゆるものは除去する．、6，000噸級〃

（ 2）乾燥約3〃

･胤料の大小に應じて,～2ケ月間2,060噸級〃‐‐‘
・ゆ

潤然乾燥を行ひ，更に約60oCで1､像約1.5"
、

迦間人工乾燥をして含水率を約4％5．性能
輔

に低下させる．この間.に遡裂を生じ性能に就ては次頁に示した通りで 畦

たものは取除く．、′・ある．術水目換に對う-る記載はたvざ

，（3）蝋没透，､が,樺と同拳或は其以上の成談を得、
眞空釜で80～95｡C､に蝋を熔融さてゐる．･之によって見ても「力/ヌバ

、●

せて之に討料を入れ，約700m/ni水イ牙一」の性能が優秀壱あることが
銀睡に減雁し，20分以上に保持し分る

次に急速に常砿に戻し約5分間保持6．規桁
、

する． ‘1〕製品規格．

之を10歎回繰遮すことによって材蝋浸透に依る重垂堀加率
暗

｛菖駕駕臺‐
料中の水分,空鑪が除去されると共
に大豆蝋が浸透する．材硬に依り異第,一種

（朧）
るが浸透率は大端50％である．毫萩品65～80％

（4）検壷、｛.級品、30ア45％
一､

釜より歌出した材料は浦掃され,．
、

一

．（2）‘製品擬準寸匪（下表の通り〕姑

－ﾜーーー

■

I

翁

船尾静用軸受材として諏要な役割

を果してゐた「リグナムパイタ.－」

は総入困雄となったた妙，受の補充
に就いて鋭意肝炎されて來たが，播

磨造船所で製作してゐる､「カパバイ

クー」は「リグブームバイ専一」代用
材として優秀な成果を牧めてゐる

、、

之に就いてその瓶要を紹介したいと、

恩ふ．

1．治革

・本材の製造方法發見の端緒は蕗佐

世保海軍エ廠で古くから鹿兒島，熊

本地方産の昨〔イス〕材をそのまま
●

小型揺艇水中軸永用材として使川し
ノ

てゐたのに着目し研究を開始したも

ので・樹造船所は昭和12年海軍よ

り本材の研究並に製作の委託を受け

てより昭和''4年に設怖詮完了し，
研究，製作に譜手して以来逐次殻州

を披眠し，昭和18年以後年産150

噸の能力を有してゐる．・

共の間材料として水目櫻，柞，ク

レンウ丞ド等の利用及製法,争種性
能，艦船歌付加工漂準，諸規幡等各

般に亙る研究を総'＜現在に及んでゐ

る．職時中は海軍艦艇は勿論,「リグ

ナムパィター」の輸入が杜絶して内
毎

地蓄談が減少して以後は一殻商船に

對しても使用カミ許されて，全國の造

･船所に内示品として供給して來た．

鯵戦後も現在迄に各造恕所や發確所
辱に供給されてゐる．

2・材料

原木樺〔北海逝産〕

水目櫻（函國，中画,九州，

信越東北地方に豊

憲に産する）

・溌透劇大豆蝋〔ステアリン酸〕

比斌(15｡C)0,94以上．熔融

『ー

～

－－－－
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o一菱材（カババイター〕←

I(p･)I団壗型 の間隙寸法は軸受部の長さの1/100

浬産とする．

8.締言

維戦時に菱材の大部分を鍵釦して

了ったため，詳細に銃て詔介出来な
いのは遺懲であるが，爽在鉛舶試験

一､｡

所にて各種性能の武織を災施中でわ

るが，鴬造離所でも献船で賞用震鐘
、

を行ひつつある．御新造鋸，修繕雌

奪~には皆『カパバイダー」を使朋して
‐ゐるが威絞は優黍で，現在迄に事鍾

や問題を起したことは一回詮ない事

を附記してお●．〔播磨造船所）
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削代内外面計10～25m/1n

7． 装術 品

「リク・ナムパイダー」と同激に装

傭する．．但し側騨材の場合は木口面

が下部になる如く装備する軸方向

用 語解 説〃

号、

面積.Vと中央識蔵而と同翫面の柱‘

状縫容讃との比.D.W･Tayl唾は之

をLongitudipalcoef急と呼んで』な

る記號甦使ってゐろ.Cbは商船迄膳
〈剛ひ,Cpは無職上よ/<､(聯椎：
4）中央横裁面係数‘

(Midshipsectioncpef｡Cm)

Cm=Am/BdAmと中央淡殻面

を倒む矩形の面積との比.､Cb・Cp,
曾

Cmの間には次哩闘係がめる．

Cb=CPxCm

,5）水線面積係数

(WaterplaneareaCoef.

CWv)、．‘で
Cw=Aw/平水練耐綴Awと之

を卿む矩形との比．

､6）竪粧形肥濤係數
(Relationcoef.Qz)

"=Cb/Cw=V/ﾍAWxd)VとAw

と同じ断面形の潤さldなる徳朕湿幽
鰯髄穣との比．

7）長幅比L/B

8）幅吃水比B/d
b

9）排水量長比DA､L"0)sD
は排水獄を噸であらはしたもの．世

船の諸寸法（二）
、

jard)までの高さ．嚴密にはhから'船底外ゴ
‘零W‘曄翔!_伽I齢板の厚を減じたもの．。‐

』

、乾舷(Freebdard)

滿載吃水課から，上甲板梁上側仮

(Stringerplate,上甲板の妓外列の

桜）の上面まぞの垂直距離で，船の

甲枢埠、形及び弧

!X-而一4"-鯉から法

､災響謹1駕
線は船腹に明細せられる．一例を圃・

己

に示す．乾舷は季節競荷及び海域に

よって墹減がある岡のTは木材積

一のとき,Fは淡水,Sは夏季,｡Wは

冬季を示す．

舷弧と梁矢(SheerandCamber)
_L甲恢舷伽線の反りを舷弧，上甲

板梁の反りを梁矢といふ．（岡参照〕

舷瓜の擬率斌はF.P､悴於てL/50,

A･P・でL/1"である．梁矢は舩遜

‘恥央で蝋の,/50"が膜準であるが,
鐵接風波に曝露しなv､第二甲板以下

では75mm叉は3in位である．

1㈱船底勾配(Riseoffloor)
ISi"h,船底肋骨下面ぬ延長線と

I

’
1

后

鐸 一
一

エ印

、

～

聯の形状（ 一 ） ‘

1）排水量(Displacement)
船が排除し湾k電の誼溌．郡ち船の

戴量に等しい．特に鷺の容戟を指す

・ごともある．△又はW,D等）で賭
肥する．後者はVであらはす．

2）方形肥涛係数

『(BIockcoefficientCb)
Cb=V/LBddは吃水.Vと船の

、

水線下が丁艇入る四角雄斌の容讃と
の比．

3J柱形肥渚係數、

(PriSmat"coef.Cp)

。

1

船側肋‘闇，外面との交鮎から沌骨上面
旬

~

も

Cp=V/(I4xAm)Amは中央縦俄はft.
、

－－21－－－－
由

筑 ン
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運輸省曳船
．1

第九鐵榮丸，えさし丸

、の比較概要

」下河 邊 正落合一郎
〆

第九鐵榮丸，えさし丸は運輸省青函連絡船が桟
橋に繋離の際使用する目的で建造されｱﾆ鋼製双晴

1

１
１
．
口
咽
佃
冊
１
１
刑
１
１
旬
刊
１
Ｊ
勾

あ

、
」

~

ソ

ぴ

の如き船首，船尾，直立せる橘，煙突，潴舷に俸

馬，舷側に木製防絃材，船首尾に綱製防舷材を術

ヘナ第九識榮丸は一簡，え.さし丸は二簡の流線型

複板平衡舵を有する．

船繼は四簡の支永隔壁に依り船首水淵＃（14.86

m3)及錨鎖庫,~馬員室及養雛水総(15.58mD機

關室及石炭庫（鐵榮丸32.68m3えさし丸36.74
m3)船尾水筋(5.43m3)及倉庫,案所の五厘柵に

分け，甲板室に船長室，機關長室，便所，操舵機
室，厨室，倉庫操舵室等を設けてある．
操舵膜，揚錨機は汽動式で人力によっても容易

に操作しうる様になってゐる．乘組員室には蒸誠

媛房設備を施してある.．
“機開室悶壁上に曳航中も容易,に曳船索を離しう

る様特に設計製作さ#”二弧狗な曳船釣を右し，甲
板室前端に小型曳船鈎を有す･る・

本船の船製並に推進器I湖告舶試鮠所の単獅及牽

引航走に對する糒密な水梢試駿の結果に．基き設扁|‘
さ姓ﾃﾆものである．えきし丸の‘コル'､ノヅルは長
さ.1.25m樫前方2.80m後方2.30mエーロホ

イル型圏澗を有し前方の鰭及適欝な船鴨形)|j《によ
り水流を難正し大なる推力を發生する事が出来
ブニ．尚早ル'､ノツルの継造はシヤフトフ'ラヶッ,、

を抱きこんでおり暇伏,椛蓮共複雑であるので，
工作には治具を使ひ形状の正確を期した．

／

機關部

主機溌直立三聯成{i畠復励汽機(11"×18"×EO"ノ
18")定棉400馬力，加回糠2蕊，流朧は狗炭

埜弧睡迩風式乾燃篭個朧(4.30m×2.<.0m)朧ﾉ」
16Kg/Cm21基,復氷器ば表面冷却式1蛾である．

主機§I鋤袖磯として主給ﾉkポンプ2，柚菰易貰ン

プ2，塗水ポンプ2，術環水ポンプ2，逆榔籟阿
韓機2，獅立補機として補助給水ポンプ，淌防溌
雑剛ポンプ､,送風機,給水漉器各1，共の他發電
機(2Kw)1.給水加熱器1.を，術へてゐる．
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心

車喝船であって，前者に第十鐵榮丸,溌者におい
わけ丸←かっと理L爺_しちかみ丸9姉妹船カミある
之等六隻は鐵道總局の御註文により昭和21年9月
14日より23年3月18日の間に日本鋼管樫見造船所

に於て建造せられ現在優秀な成績で就航してゐる

第九鐵蘂丸型は普通型の曳船であるが,えさし丸
型は鐵道總局船舶課の御指示によってコル!；〆ツ
ルを妓怖切二曳船であって雨型の船鵠主要寸法，・
一般配匿,擁造,機關等は全く同一であってえさ
し鈍型はコル,､，ツルを附けその性能を發揮させ
る爲必蕊船型＃推進器》舵等だけが愛へており
従って鶚迩型と．〃卜，ツル型との得失を上蝉す
るには最も迩営な例と云ひ得る．雨型の主要盈目

ず も

蓉比職3－ると次の通りである．

雛九徴築丸／えさし丸

垂線稽張(m)26.00026.000
型 幅〃7.2 0 0 7．200

型深〃。3.500 3=5CO

2.7002.700′計鐙､乞水〃

龍骨縦傾剥．〃．0.5000:500
、 158－71162.1心總噸鞍、＃

試遮弾速力(kn)10.54810.492

陸岸牽引力.(t)8.54,10.4，

余織械三聯哉レシフロ伺左‘

雛冨織’颪亦、汽繊

推進器對蒋型四翼一鰡圃弧型四巽一鰐、
（擬×齢).(m)2.200×2.2702.250×2.227

も

1

』

〃

〆

ノ

、
仏

船 罷部 諸試駿成績

本船は第三級沿海航路船の盗梢を有し，職に操第九鐡榮丸えさ,し丸
縦快易，離避堅牢，躯｣な峨舟力を有する．－．屑遮ｿ〕試購′

の全通甲抜上に甲板室及機開室關砿を称し，岡示場所オ翠枚沖標性‘'同右
､

、、’，－－－－22－－静

、
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コルトノヅルの得失を検討すると，推力の増加
は豫期以上で陸岸牽引試験に擬て200馬力で29％

（牽引力で1.17t),400馬力で32.%(2.05t)
600馬力で34％.(2.80t)の牽引力増加を見て
ゐる．馬力節約率は牽引力4tで31%6tで34.

%8t.で36%に達してゐる．唯抵抗も相営増す＋

"'(10knで識50%")定格馬力に於ける速力は
8％（約0.8kn)落ちる．旋回性能は舵を二枚に

してあるので（面積で39％増）むしろ勝ってゐ

る．（日本鋼管秘見造船所）

晴靜穂

2.52m285t
私

10.548kn

567HP,166

曇靜稔

2.62m302t

10,492kn
843HP,183

天候海上

吃水排水量

簸高速力

馬力,回縛數

陸岸牽ﾘ|試醗

鹸大牽引力

馬力,回縛數

旋回試聡

舵I訂積比

媛大縦距比

’〆

8.54t10.4t

647HP,130540HP,130

｜
’

0
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1：21．8
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i'しブニ．こに之を)1jひ普通漁船との比較箕騒も行は
れによると同一速力で機關剛力を30.％％も節減出

來↑ﾆ場合もあ‐ると云はれでゐる．

試運韓成

以上では

今回鐵道の曳船に用ひだ結果は前述の

績の通ウであるが，同一出力で或る鍾力
I

KortNOzzleシは周知の通り，推進器の外周に
翼型断面を持つ固定環を付け↑二もので,庇等の形
飲，寸法等の性能に及ぼす影響に就いては未だ定

鋤勺には不明であるが,概念節に諸説を綜合する
と主な特性として一般推進器に比べで次の如き黙
が畢げられる．、

①推進器後流の牧縮現象がなくなb,整流され

せ灘もZつ9〈推力鋤Ⅱを生争る.(L,Kortに
よれば，26％靖加する:）

②同一出力,同一直径の場合は圓環丙で加蓮さ‐
れる流量が増加する胴じく60％婚加)．

③推進器翼端附涯から發生する複雑な渦がなく
一なる．

④流れが推進器軸方向に平行に整流もれ，效奉・
が改善される．

⑤流入側直径を大にし，断面形状を適當に選定
すれば，圓環に附加推力を生 一

じ，停船時の牽引力増加を計

ること力拙來る．

推力は寧ろ普通稲錐器よ 結果を示しb減少する て

おり,KortNozZle.を此の儀な曳船に使剛すべ

き限界は，主用範園が（椎j)/(速力)=1.4"/節
以上の時に有利であることを示してゐる．之くこ開

して鐡道技術研究所で桧討しだ曳航試聡成績の圃

表遼下に掲げておく．尚目下の虚，使用箕績とし

て押船として使用す#る場合の推力蛎加は顯著で

あるが，操縦性能其の他の綜合性能の向上及諜

Nozzl9そ侭のについて研究すべき鮎が更に鍵
されてゐるら（鐡道總局船舶課）‘

つ

q

国

陣

I'

「
、

『
０
０

I

11，
Q

-しﾄー'一＋一ﾄー 十ー一⑥波浪中を航行する場合，船

’ぬ 縦 揺 ， 上下揺産抑唾し，前I

進抵抗の増加が或る程嘩防げ
る．

⑦推進器蕊面令の室氣導入現気
象が或る程度防JI三出來る．、‐渭

誤

⑧轆進器の螺距が比較的庚範 力

園に選ぺるがら，高速機關でγ
陣瓦）

稚進器直裡を大にし得る等.

尚変際には停止中の推力増加′

の著しいことを利用して曳船等．

に多く用q､られ，普通曳船との
心汀

比較試騒が盛に行はれてゐる．．

例へぱ同一機關出力に於て40

％もの牽引力塘加があったとも

卿へられてゐる．叉波浪序航行

の性能改善を計毫目的で,漁船ゞ
げ み
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返 還船、､

樽安丸修理の思ひ出 一

0
1

武 原利一
ー

爆娯による破壊，火災により船橋初め船内悉く

焼失した惨，腺こる姿の将安丸が，一年有半にわナニ
る.苦心の大工事の結果，關係者一同の努力が報い
られて見事完成し，豫定通り十一月初めにもとの
國籍英國に引渡さ伽た時，やれやれと肩の重荷を
おろした感慨と共に數堂の苦闘の思ひ出がまざ､ま
ざ．と浮んで來蔦のである．・

爆盤で港内に沈んだ樽安丸が漸く浮揚して初め
て入渠（21-5-3～21-5-20）しt二常時の事，
機械室左舷や四番航の右舷その他の外板に大破孔
があり，シームの裂目，蜂の巣の稼な弾痕が到る
所にあって之等を應急修理して出渠させねばなら
なかった"･完全とは云へないが船底より7米位迄
はどうにか水が入らぬ程度に當金をして漸く出渠
する様になつﾅﾆ時,オくパラス1､を穂んで出渠させ
るのだといふ．我盈は當然室で出すものと思って
居たので全く鰐い↑二．しか･も内部は十分調べてゐ
脚､.又調査するにも‘出来ない程泥が溜ってゐ

た･水噸ら紐るのは心配で止めて賃ひ↑こかつだ
が，復原性が案ぜられるとい識理由で己むを得な
かった．そ_れで船底タンクのある部冴､には流水し
て肌渠することになつ仁が全注水の時に右舷に5

J1

●｡

PQq

！

”11－哩一ノL蜂.語鈩延〃曄心､』咳壱二レーー〆'ー一．

なかった"､完全とは云へないが船底より7米位迄「ピルヂギール」があらはれよう~と．してゐる．営
はどうにか水が入らぬ程度に當金をして漸く出渠座は方途に迷ひ困惑した．外板から浸水して沈む､
する様になつﾅﾆ時,オくパラス'､を穂んで出渠させ程の破孔はないとは確信してゐるが。若・しひつく
るのだといふ.我盈は當然室で出すものと思ってケ返つﾆ曾引揚當時よb更に困難な状鑪にぽるで
居たので全く鰐ぃﾅﾆ．しか･も内部は十分調べてゐあらうことが頭に浮び何としても應急に虚霞せね
脚､.又調査するにも‘出来ない程泥が溜ってゐぱといらだ↑こしい氣持でゐﾅﾆ當'澪が夢の榛に思ひ
仁･水噸ら紐るのは心配で止めて賃ひ↑こかつだ‘出される．この事柄で船底が損傷してゐる船に水
が，復原性が案ぜられるとい識理由で己むを得なバラストを積むことは身に泌みでこ”ﾐ・二重底
かつた.そ.れで船底タンクのある劃扮には流水しも壁も水防になってゐなかつにので額ん↑鵜の禦 貝

て肌渠することになつtこが全注水の時に右舷に5ンｸの水は隣の腫劉の二重底の上に流雌出て水の
度程頻いﾅﾆ、何かの手逮ひでたまに､こんなことは．自由表面を作って傾きを段鐸輪し仁ためと解っ
遡るものfごが,船が船だけに，童ﾅﾆ内部の状況カミブニ．その後第2回目の入渠（22-6~‘7～22-7－
よく分ってゐなかつ↑ごだめ非常に心配しﾅﾆがfそ28）には完全遮防をしてl･1蝶しﾅﾆが，全タンク室
れ以上は傾か瀧かうﾅﾆのでその健出渠して｢ﾌ'ｲ」で出て約'ケ月餘b繋留してft事をしたが何の異
に繋留し↑二・ 狄も起らなかつﾅﾆ．

受の日か翌日だと,感ふが船が浸水により沈みか應急傾里で入渠中のこと工事は急がれるし外恢,．ご
けてゐるとの急報に急いで現場にかけつけ見るとの破孔は内部からの爆發で外にはじけ出してゐる
右舷の二重底上に水が上って船は'5度以上も傾い所が多L､ﾅﾆめ遮防は簡単に『'派ないので困ってゐ
てゐる氣のせいかとも恩へるが少しづ浄ではめ↑こが’或る組長の發案で，箱を作bぞの箱の縁を
るがまだ傾きが鏑してゐる様に思は触る．右舷の外板の曲りに合せて簡単に遮防に成功し↑このは修
方は‘勝にも舷側が水に浸鵬うであb，急坂をよ理朋の「ケーソン」から恩ひつぃ↑こものだろうが
ぢる機に左舷に上って舷側から見下すと今にも，大助bであつ↑こ・
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，次‘､で船底の大手術にか嵩つf二のは22年9月柱は重量にはかなり耐へるが描揺れに對しては何
．7日の入渠からで，この入渠は盤木に特種の仕掛一の慣値もない．天災を考慮して横支柱を上下二段

けがしてあったので，排水と同時に渠底に下bてに麦へた．叉縦に對してば少数の諦一ル盤木では
．､

見ると，船首部の盤木金具が澱れてゐに．この金鱒げるおそれがあるので,盤木彩縦方向911ちキー

具は船底を取替へるとき切り取るﾅﾆめ特に造つｵﾆ斗盤木を90度廻輔しﾅﾆものを雨舷6ケ所宛営て
垂字型金具で盤木の間に挿入してあつ↑二・この金．がつﾅﾆ．叉｢井げﾅﾆ」の盤未を常にきかしておい
具が腰を折れば弱いもので船綴はわけなく下ってナニ・エ事中盤木と支柱がたへず氣になり，效きす
了ふ．船渠の人巽は大騒ぎで支柱を増すやら腹盤ぎてゐる支柱力iないか叩いて見↑こり，模の割れが夕

氷を積むやら突差の緊急作業で漸く前方船綴を麦ないかと見工まわつﾅﾆものである．あの林立した
’ダ ダ。‘．，．

へる程度に支柱を蛸した．この金具は事前に試験支柱の間どく､”乍ら船底での仕事は,若し蔑一
もし計算もして,船鵠を支へる吋分と確信のもの場合の事を思ふと．，心配と自信がぐるぐるI臘裡
とに潅木は一つ置きに取外し，残つﾅﾆ盤木にこのをかけ農わる様で索のゆるむ時がなかっﾅﾆ・
金募を挿入して稜み上げﾅﾆものであつ↑二･然るに工事があま峨範園なのでどこから手をつけて
この盤木金具が潰れ，船縄は今にも前方にくの字よいか困つ↑こ・全鵠を手當り次第に取こわすと船
型に垂れて折れるPでIまないかと心配しﾅﾆのであ、鰐の型状が鍵ってしまふ・それで一つの工事を完
った．､この失敗の原因は船底中央が損傷で剥れ上全に仕_上げてから次の工事を始めねばならないの
ってゐるのを一平面の薙木で受けようとし↑こことで一つの工事を短期間に仕逢げねぱならなかつﾆ

一にあっｵﾆ.然も計算では盤木全鰐でzf等に荷重をが了連合講鋤1度を利用して識期以上の效果を學
．受けるものとしてゐﾅﾆが豈圖らんや前方は少数のげ↑こ●船禮の損傷部を11ブロックに分け，順序
、盤木に荷重をかけたことになつﾆのだからこの仕を決めて,ﾌ,ﾛｯｸ完成を軍位と_して連合請負を
末になつ↑こ｡盤木が潰れ危い所で止つだのであし↑こ.各巧ﾛツタ毎にそのｴ事の方針:エ数の捻
る．この事件で，損傷した船は入渠前に十分船底討・等を關係者が隼って研究打合せぞ連ねてゆく中
調迩塑して船鵠に盤木を合はせるか，局部的に補に皆の頭に進大な工事内容も緩急順序ものみこめ

、助撚木を設ける必要を捕感しﾅﾆ．て，更に請負のはげみも手博って遜想の2催も3
本工事中キール盤木を取りかへないものは一つ倍もの能率をあげてこの難工事を完遂することが

・もない位潅木の取外じど行づだ．多くの盤/kを取IM来たのである．（飯野舞憾逝船所）
舞

外して代りに丸太支柱を多く入れ．に．この丸太実
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〔30頁よ”が出来よう．これは今後他の多くの船上に述べた諸應力値は静水中の値であづて波の上
に就ても撫討しなけ奴ぱならぬことである．最後にあるときは，吃水の愛化を鐙へると共にこの藤

…綜合錘慶理論の批剰に織率,著者が鴫和生雛鯉黙噌蝋W池瀧繼力
22年10月造雛協會にて發表しﾅﾆ際,_討論されの大鴨のorderを當って見ﾅﾆ虚この例で.は無覗
たが大磯次の三黙に要約される． し得る程度の大きさであつﾆ,．

（,入垂直外板の擁みを考慮すべきではないか(3)に就ては縦部材式油櫓船の如き場合は
Schilnngの分布荷重の假定は勿論愛常でないか

(2)W.Hovgaardの所謂縦鍵形によ0るこらこの嬢は渡邊教授の方法に從ひ定差方程式を用
次力の效果は無漉出來るか． ふべきである．

（3）肋材の澱が少ない場合例へぱ縦部材式職以上を要するにこの理論は通常の横部材式の貨
悲に於ては如何なるか.′、．ｰ‐物船に對しては安心して使IIjし得る.と云へるが特

（’）の問題に鋤しては，垂直外板の垂直携みは殊船に就ては一應吟味する必要があると云ふこと

中心綱蔽等の縦迩材に《らべて極めて小蓄‘､故聯離職鯛総臺鰯懲蕊鮭
この理論ではこれを省略出來る．然し縦弧度鯖I､れを不鍵として計算しﾆ．これを考慮すれI鵜磐
竿弛る臓力を無幌して良‘､と云ふわけではない力値は更に減少ずろ．（#州大畢叢獅卜助激授）
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句

船舶 の 綜 合掻度に
AT型標準貨物船への應用 ．、－

’､栖原二郎

れをAT型標準貨物船に應用しﾅﾆ結果に就て述べ
ることにする．

’･ノ肋材の剛度及び蕊形
綜合狼度計算を行ふには先づ從來の機強度計算

に於けると同穰に任意の一つの肋材蕊を取，出し・
てこれに働く外力による各部材の愛形及び曲げモ

ーメントを求める．この計算には船の断面が矩形一
毎

に近い場合は携角捷度法、串

辱

緒 言

船が安全な航海をするには邇餓復原性等跳
に，充分な弧さをもﾅﾆなければならない．一方船
がljl來るだけ多くの貨客を獄むこめにば最少の材
料を用ひ，出來るだけ鯉くし”れぱならない．
従って船を建鎧するには弧さを，充分に徐討し．,上
の目的に邇ふやうに設計する必要がある．船の弧
さを調べるには先づ船がその長さに等しい波長の

波の上に載つ↑ﾆ場合を假想して，梁の理論に基い
てその湿度を調べる．此の様にして出した船の狸
さは縦湿度と呼ば“，この理論と寅測に依る結果‘
とは略一致‘してこの理論が賀#Ij上受常なることが
分ってゐる，．〃

次に船を各肋骨毎に切離しﾅﾆ場合を仮想して肋
材の吸さを調べる．この様にしてHIしﾅﾆ掻度逆船
の樅弧度と云ふ.横眠度の理論は1904年頃J.
Bruhn.等に依り理論.として･その形を難へﾅﾆもの
であるが，各肋材の握さに及ぼす縦通材の效果を
全然無脱してゐることが根本的の峡鮎でである．
この方法による計算の結果は同じ計算法で出しﾅﾆ

・他の船との弧度を比較するのに使は伽るのみで充
分糀密なものでは群､、この肋材に及ぼす縦邇材
の效果が決して無税腿來ないこ．とを，其後Dahl-
､nlannが船底織遥の弧度の研究に就て示し，更に
後にWoSchillingがこiLを理論的に發展させ
ナニ．我國に於ても渡邊悪弘教授が乙飢Iを指摘して

I

l

l

を2用ふるの海便釆昨ある

從來の概握度計算では夕

縦邇材が肋材に及ぽす力‘

の大きさを求めることが

出來なかつﾅﾆからこれ窪．

全く無硯してゐ↑こが綜合

砿度計算ではこの影辮を
求めるのが目的であるか

捜凹。 、

I

の

’

‐’
第1間求めるのが目的であるか

～ちこ､れを新たに考慮する．其等の大きさ感未知で

あるが第i岡に示す如く，一つの肋材畷に於て中

心線桁板，側桁板，第二甲板下縦通材及び上甲板

下縦邇材等が綜合されてゐる位置を夫登0'''2及

3とし洞脇|の如く上記の諸力を夫,2@PO,P!,2""
及びPjとじてその符號は上向きを正とし，他の

載祢水唾等と同様に外力と二緒に上七平面ラー
メンの計算を行ふ：その結果ぱ肋材各黙の曲げ毛

も

ーメントM及び各縦通材と肋材の交叉位澄0，1，2

及び3に於ける携み｡"0,yl,〃2，及び泌が下の如
（2）

苔形でｵ認)られる．‐．

'”＝ﾊ"0+moPo+m,Pj+m2P2+m3P3

yO=770+"ooPo+/Io'P'+"02P:'-Ig""P3

･yl=771+l"Po+ILIIPi+似廻P3+ﾒﾙ'8P:､･･･(1)
ルー加十/“Po+峰】P1+""P2+""P3.

y3=773+""Po+/43'P'+"3gP3+IMMPol

上式中でMoは縦通材を無硯しﾅﾆ時の曲げモー

メン,.，和,,恥"2,,ﾉ3憾夫控その場合の0,1,2,3

締合鮎の控み,I'oo,"01.'…の諸係職は肋材の､j･法
’'ら数植的に算IIIさ肌る係数であb｡,PO=P!=Pu
一=一 ・ ・ 一 一 p → 一 一 一 一 一 一 ÷ 一

（2）例へぼ大円友彌｢’8鴨弧弱學-P.283以降蝉参照

27－

ゐる．、

それらの理論は二重底のみを切離して老ﾍﾅﾆも
のであって，梁住の效果や特設肋骨の影響を調べ
るには更に立總的に締冷されてゐる縦械部材全艘
の相互干渉を考慮しﾆ般殻雛造の強さの理論が必
要と啄颪．このやうな理論に依ってl1{しﾅﾆ船の弧

■
■
■
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■
■
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④

度を綜合湿度と名付けやう

1ｺミニ至誇臘函理謹睡以 。
一口守

（1）この諏坐丞皇噌一.～韮垂－F亀喋畔測
Eﾑﾐﾐ竺塗童姪哩理錘雌E超型二二
この理論の詳細は著譜「難縦鎚鹿部材のｵ11瓦千

沙を考慮せ､る紹殻の立髄濃庇蝿論』鐙職協命よ報79
強

参號照
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"i
=P3=0とおけば従来の横弧度計算で求あ↑こ結果､‐ 恥j辮十油‘鶚非、鋤万京

蕊溌
：，蕊2岡云:§､迄もない．､‐式はこの例では四元四階の聯立般分方程式であ

り；侭に二つの隔壁に狭まれ蝉総口をもつ舳艫の
2識逼材の曲げに關する基礎￥聯造に應用し↑;としてもこの式を二組同時に取扱

方程式及び解．．‐はねばならないことになb,微分方程式の通常の
次に縦邇材の愛形に就て老へる.｡縦邇材は各肋解法で解くと32箇の任意常数に開する32元の

椿がらそれぞれ-P0,-P1,¥P3及び一P§なる反聯立一次方程式を解かねばならなL､こ．とになり,Q
力を受けて愛形する息此際Po,P',P2及びP3のこ#鑓解くことは蛮際上殆ど不可能であ.る．著者‘
値は船の長さの方向に各この肋材に就て異つﾅﾆ値一はMatrix一波算子法なる方法を月lひてこ.れを四・
を膣る．然し織部材式構造では肋材は極めて数が元聯立一次方程式を糒確に解く問題に蹄し出て莱
多く密接してみるので乎等の”は縦通材にとナニ結職用ひて六先叉は八元の聯立一或坊程燕
ってば分布荷重と見倣しても差支へない．従って,′二,:三回の逐次遡以法で簡蕊に所要の歎値的解を
外飯,甲板及び内底板の有效幅を考慮し↑鐵面の‐求めることに成功しj旨．この詳細はここでば省略
傾織信奉を夫夢1o,1,,r国及びr3,弾性係数",する．以上の綜合弧度の理論を笈I繁にAT型標準
泌骨心距をs&ル長さの方向にx刺Iをとると塔／箕物船の第二船舷の雛造に應II1して得た結果を家
縦謝の曲げの方程式は下の如く､なる．‐に述べよう．

･3rAT型標準貨物船の
亙職=-",/s,助鶚当Pj/s, ・第二船臆の綜合彊匿、
邸帯=-"s,"g+="$…L(a)縦邇材の應刷 ダ且

．I.".…"……“….…･(2)船殻織造に於ては各垂の縦通材は肋材夢仲介と

Ｆ
Ｆ

》

、

ｑ

●

◆

”
●るす

０
０
Ｉ
０
０
８
０
９
９
Ｅ
Ｉ
ｌ
０
０
Ｊ
Ⅱ
１
Ｊ
’
９
戸
］

Ｇ

ｒ
等

●
＋

◇

弘
一
無
３
ｓ
．
，
・

が
》
一
部
睦
〃
．
、
脳

弛
一
猴
加
恥

・
邦
．
却
聿
垂

１
－
卜
３
４
１
叩
一

一
恥
，
Ｍ
Ｍ

心
一
必
鋤

ｑ
在
り
凸
翅
Ｕ
Ｇ
ク
、
塵
●
グ

・
胸
恥
娠
殉
頑

十
・
＋
叫
似

卯
菰
麺
皿

謬
一
ｄ

一
一
一
一

口
■
、
叩
》

●
《
肥
》
△
日
■
巳

恥
・
肋
Ｍ
●

し
一

子
但

鉾'2

~

ダ

/s･.-(a)縦通材の應用．‘

.(2)船殻織造に於ては各垂の縦通材は肋材を仲介と
して-お互に力を及ぼし合って居る．そこでこれ等

と下の間の相互干渉の度合がどの位のもめであるか醤
、調べるﾅﾆめに先つ縦迩材として中心線桁板のみ避

老へ他の縦通材を無硯しナミ場合を考へて見よう．
､この場合どう云ふ荷弱伏態にある時縦通材が段も
／大きな應力を生ずるかが問題となる．これに開し

て種糞の荷重炊態に就て數値計算を行っγこ緯果，
藷局最大曲げモーメン1,は船瞼が筌荷の時水墜に、

｡

よって縦通材が上方に押上げられ然も隣の船愉も．
略惹筌荷で，隔壁の直下に於て縦通材が固定され

此等の諸式にく')の最鋒の四式を代入する
の如き縦逓捗の基礎方程式が得られる．

、

〆

血
“
必
“
３

創
り

２

Ｖ
》
４

軸
恥
野
心
．
沈

め

＋
〆
＋
３
《
二

ｙ
４
加
並
、
加
地
北
耀

１
］

趣
杢
一
十
二
＋
鯲
風

ｊａ

ｌ
癖
血
諏
血
か
伽
癖
坤
‐

Ｉ
リ
ン

．
‐
鋤
銭

抑
恥
地
地
軸
群

十
十
斗
・
＋
＋
＋

一
“
幽
鐸

０

‐
Ｏ

ｙ
４
ｙ

“
↑
。

４

４

〃
〃

０

０

Ｍ
，
：
加

入

I

、

仁と老へられ溝へられる場合が最も苛酷な蒜童状態である
〉3分つﾅﾆ．、このやうな場合に上記の理論避遡
ると吃水6.00m,甲板荷重1ton/域総蟻
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口の四隅に四本の梁往がある．これを考慮しγご緒

果最大曲げモーメント及び應力を求むれば下の無

くなる．

総迭重量と水唾差4.35ton/m2とな息場合AT.

型標準貨柵間の中心線桁板葱隔壁の直下で約602

tOn.rnの曲げモーメントを受け，最大應力は約

3955KgﾉCm2と赤る．これは軟鋼D引張弧さに

達する大ききであ･る．次に側桁板の協力作用を考

へ.て見やう．側桁板を附加しても航内筌荷，隔確

端固定の條件が縦通材にとって雄も苛雛であるこ‐

とは鍵りはない．この場合隔壁端に於ける雨縦通

材の曲げモーメン1,及び應力は下の如くなる.(3)
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通材i

以上の結果から梁柱の蚊果が如何』亨大さいがが

判明する.又最大臓力も何れも略鼠詳容應力附近

寸法を指示してゐるこもが證明されﾅﾆ識である.
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壹｡驚篭
膨冗
一lO

OlO

" …
恥

－2” 第二甲板は下
一;｡・

向き.に携允で
0

．ゐだものが反●”ｸ

t卵o 對(皇上向きに
PjOO

押し上げられ◆460

錐－3賦る結果となり
，

妓 大 曲 げ
モーメント

’ |承大噸力’’

1
438tonm 2877Kg/cm

221toPm 2381Kg/cm
が

～

､中心諜桁板

側桁板
、

即ち側桁板の添加によって中心線桁仮は27％應

力を減少しﾅﾆことになる．．

以上の應力の他はV板下縦通材及び梁柱の敬果
を老漁して居ないから蚤だ可成大きい値を示し･て

電蝋蕊撒欝鑿辮鰯壼差
ことを示してある．

〈3〕小数以下四推五入せる値を示す．以下同様．

次に中心線桁板，側桁肢，第二甲板と下縦通材，
上甲板下縦邇材の總ての縦通材を考慮し梁柱のみ

無硯した場合を老へて見やう．上述とl司じ荷重｝伏

態で隔壁直下に描ける各縦通材の曲げモーメン･卜

及び應力 を求めると次の如く､なる．、、

℃

甲板下縦通材の曲げモーメンhの符嘘を逆韓させ
,ろ事が分った・

梁柱がある場合とない場合の各縦通材の曲げ毛
＝メント分布を間示す偽ると龍3岡の如｛なる．、

叉以上は隔壁直~下の曲げモーメンI､のみを論じ
f

･て來ﾅﾆけれども鮠口端及び総ロ中央断面に於ける
値を示すと次表の徴になb何れも隔壁直下より夫、
共の絶對値ほ小さいことが分lる（表は次買上閲
(a)鵬ｵの應力、
縦迩材の携みが分れば各肋材の曲げモーヌント

分布を求めることが出來ることは班に述べﾅﾆ・例、

へぱ航ロ中央断面の肋材に縦通材が及ぼす力を求．

める.と下の如く.i良､ろ．

i)梁往な暑場合 早
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上の結果から分ることは梁性なき場合，船底雨
一

縦通材の最大態力値は他の縦邇材を老慮に入れて

も承れなくても太差なきことが分る．即ちこの意

味でW・Sci,illiPgが取扱ったやうに船底縦通材
だけを切離して考へることは正しいと云/～る．
叉第二甲板下縦通蕎の最大應力は可成大きいが
これは甲板.上蔽荷を雨甲板共1ton/m2としﾆ篇
第三申板に鍵ては多少通運に取b過ぎﾅﾆ爲とも老
へられるがｼこれぼ他の縦通材の鍵大懸力と共に毎両畠-F一蝉へ÷r二frT今一全一‐‐

’
｜だけを切離して考へることは正しいと云へる．

ハ1脚

又第二甲板下縦通材の最大應力は可成大きいカミ分布
｜‘耀懲職蹴雌裳鰄､…&し龍“，‘診、臆

’第三申板に鍵ては多少通運に取b過ぎﾅﾆ爲とも老
へられるがｼこれぼ他の縦通材の艇大懸力と共に‐ i.

’梁柱C微果を老職すると大いIﾐ城少するものであ
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蒟簗性ある場合
Pb主-12,9ton,P,=-4.36ton,
P型＝参一1377ton,P3=-2．14ton,

この徹､らこの肋材環の最大曲げ應力分布を衆
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えﾅﾆものであって從來比較扱度と云はれてゐﾅﾆ所

以はこ麓にあると云ふことが出來る．

．又上に述べた三つの場合に於て航ロ中央断面に

於け.る曲げモーメント及び最次應力の値が如何に

鍵化してゐるか，叉梁往の效果によって應力が大

幅に減少して許容應力の範園内に收まる瀧牒を示
すために肋材の各要所に於ける曲げモーメント及

び最大應力を下表に示すことにする．曲げモーメ

ン1，M及び最大應力ぴに附しｵﾆ指標は夫珪品初の

指標で節黙番號（銘41閲参照）を，雨指標で部材

番號を示す．‐、
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無硯した從來の椴睡度計算による航口中央の肋材

環に就ての應力の分布と，縦邇材の影響ば考慮し
'てゐるが，梁性なき場合の應力分布と，縮口の四
隅に梁注を立てたことに獣D縦通材の焼みが鎚化

ワニことによって,航ロ中央の肋材環の應力分布
･‘にも鐙化を及ぼした場合の三つの場合を上鮫して
間示してある．肋板の中央に於ける曲げモーメン

ト及び蛾大臓力を比較す乙と次表の如くなる．
この結果を見ると一般に縦邇材の效果を考慮す

ることによ》肋材の應力は城少する故,,從來あ械
掻度計算は懸力を過大に見積ってい↑こことになる′

①

が，この例のやうに40％～60％瞥唯力を過大に

見積つ,てゐfこことは，蹴な.ろ近似計算の度合を趣
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するものは細微にわたり網羅して屑める所に船舶検査官を渡避駐在し
り，従來の年鑑の塩念より離れて極て桧壷に沈滞らない糠だずろ.、、
めて貴重なる菱料統計の集大成であ（3）現在の船舶穣査官は定員穆官
ることはその目次内容のみを見てもの法律が制定される蓑で海上保安
窮ひ知ることが出來る．グ臆兼務で樵迩を行ふ．

本年鍵は今度新に誕生少た船舶倉（4）船崩法に基く船舶積量茂趨M〃

館がその發行を受持つことになって，
係歌務は峨海迩總局所管であ墨

ゐる．が之に開蓮L従來の族致通算制は
やめる． 、

商船修理率の引下げ桧計（5）検塞覗務受入態勢途して，小
日纐溌隊は鯵職後3年叩に改装一稼,識演,祠,戸,廣島,門司の各海上

夕～

、、

修蕊共かなり進み民管移管によりそ保安本部に検迩部を，その他の函
の復興は更に促進されるものと期待館,新潟,名古屋,舞鶴の各海上県、．
きれてゐる然し戦前日本商船隊の安本部及大阪海上保安部には検逵‐
『'』・修理を要す､琴船舶は如何なる時課を獄くことになってゐる．
でも全磯の'0％に過ぎなかったが，〃ー

現在は25~30鯵に達してゐる.政1荷 米國式巾着網溌法採用
はGHQの撰助を受けて問題解決の従来の非科畢的鰄の殻を破り機‘
計識を作成，雨者からなる修理委員、械化して大通漁猶を目指して今年の
衛が設置されて修理率引下げを検討カツオ漁期からカツオ漁船に本方式
し,雷面の目漂を'5％程度とした．を採用することに準備がすす姥ら私
之が箕現す曇と船舶穏励率ば’ケ年、てゐる‘そのため踵は現在の漁撚を
に10ケ月半.となる．、根本的に改造笹ねばならぬ､し，従来・
船舶樵査事務今年より ‘の許可漁業$睦抹消し新規の巾着網

鯉業に鞠摸することになる．.尚海況
海上保安魔に移管と漁況に贈じて餌つきのよv､時は從

本年’月-より'船舶検盗事務氷海迩來のi本釣でやり，とれぬ時は巾蕃
慰局より海上保安鱒に移替されると網でやると､望､併用によっそ漁漉能
とになった．之を契機として保安照準向上を狙ってゐる．・電f÷』』邦細鎚争色“f一■全寄."二昼加七一

ｌ
‐
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【吟と垂芦ｬ"今‘J､ジコ狸つ､鎚宮診営により昂日本海事年鑑の
の復興は更に促進されるものと期爵

編蕊.發足す
されてゐる然し戦前日本商船隊伍

今年4月1日を期して「日本海事『'』．修理を要す琴船舶は如何なる鴎
年鑑｣､が迩楡省海運總局の編纂で世でも全磯の'0％に過ぎなかったが，
に出ることになった．本邦海或に関現在は25~30鯵に達してゐる.政耐
する史愛及菱料統汁緬の年遥的記錐はGHQの撰助を受けて問題解決の
は，海迩界のみならず現下の日本の計識を作成，雨者からなる修理委員

～各方面にとって是非共必要なる､もの衛が設置されて修理率引下げを検討
で，今鹿のこの企識は誠に意蕊深〈し，雷面の目漂を15％程度とした．
貴重なものであi)その蛮現が大いに之が箕現す曇と船舶穏励率ば1ケ年
期待せられてゐる本年鑑は毎年4に10ケ月半.となる．訓
月に1巻宛刊行せられ，今年の節1

，

－巻は鯵戦後より昭和23年12月までの 船舶樵査事務今年より
記録が收錬せられ設内容は海事史 海上保安魔に移管
濡海率概況篇，海事開係養料篇，・本年1月_より,船舶検盗事務氷海蓮
海辨關係統計瀧の四綱に大別され，總局より海上保安鱒に移替されると
職後世界及日本の海運火勢，海事犯とになった．之を契機として保安隠
鎌，海外勝報を飴め,､海事行政，船では機織を椴充整備して，朱國の
細の概況，海上総逢の概況，海運企CoaStGuardにおけ､る巡im検査官制
難癖管，遥紹〈新造及修理〕及造船膜の遥化並に槍盗官の特別教育等に
癖薬經播慨況,艇舶公圃蕪業,窪誕ならって,従來より中繩状態になっ
解搬，港湾の修築及迩逵並にその野てゐた糾舶検遊甑職の復活をはかり
勘間魑，倉庫業羅瀞概況，海運蚕材日本船舶をして閏際水準に一日も速
（蓮航,船舗,港溝),海迩似播（遜賀，に到達せしめるぺく聯想をもって愛
‘#給料，海上保険，船厭，港漣使川．足した．常分の間･は次の要領で検壷
料,､倉庫保符料),海事金融〔海迩,造歌務を行ふととにな仇造船業界はじ
船，港灘浬迭,倉庫),海上治安,航行め各關係方面の職種的な協力が必要
の安全（掃海,沈船引揚,海難救助，である．、

〆

継舶検査,航路懐識等)水路測蚤’（'〕從來の検遼事務の方蕊黛重
海象籾測，綱暦，水路間藤，海擁して原則的に鍵更はない．
樵劉，海上慨光，船員關係の概況，（2）､鞭務取扱官薦を海上保安本部
其の他費料,統計はおよそ海事に關及海上爆安部とすゑ力、必要と腿

、
皇－31．－－
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．冬期海上輸逵力増弱、
期間始ま愚

冬期の海上輪遼の悪晦件甦克服し

て燃料媛の輪迭に支障なき膝12'月28
日から本年2月28日までを稀遼力漕
弧期間として蕊舶の蕊動率及稼行率
の向上胤指して､脇係橋方面協力の上

溌施することになった．塒に六輔儀
はじめ主要港湾の荷役部門の態勢を

弧化し荷役作業の促遜‘蓬刷り，艀凶
鞠率及努勝者1人餅取扱噸帥)1割
増加等能奪靭迦を目指すことになっ

た．術期間中の船舶修籍促遜も昨蓉
徽施さかた哩領にさりエ事日数の知
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縮，小修繕停繼の減少，完成期.日Gz;"(3,500")は去る10月22日川崎重工て流れてゐる；．しかし窓側の座席は
巌守等造絡所及紹側の協力により修艦船鰯で進水し,識夜兼行2ケ月窓が一蕊なので稲うすら寒い感じが
籍促進．穂動向ヱを期してゐる．･入の短期間に儀装を経へて12月18日竣する．やはり北向きの列車も窓は二

rli識査修繕施行船の工率日激も下記工しだ本船ば直ちに南永澤に向け麺こす尋必要が感ぜられる･講燕に
を讓準に極力短縮に努めることになて初の航海に出て,目下涌躍中の捕着いて第一･岸壁より洞爺丸に搭誠せ
った．～．鯨船隊より鯨油200噸；罵識冷凍鯨られたシ連絡船上ではそのi日は都合

職-穗船定漁’1蟻入渠.N20q甑を識って？月中旬歸航のよく海上率穏であ?たので船で海を
A型．・35日30日18日豫定である． 渡ってゐるといった郡を全然知らな‐
B型_'928.25'16ノ．

v､乗客もゐた程であった､搭載され
C型2321．14

在来認・一等特別寝蔓草で海を渡る‘ると同時に軍は甲板に蕊止し?荒天
6000T以上40328318日 先般東京大阪間に登場した一等雑。時にも･脱線,移動等のない朧にする．
4009T以上352416･ 別潅駐車は，今回上野札幌間にも12同時に媛房が連結さｵし，充碓をする
2000T以上302013

1
1000T以上.251811月25日より逃騨せぢれたが，その試様になってゐる.(給職設備は2月頃
1000T以下2316，8 運韓に同乗した模様をお傅へする~完成の溌定)車の停止位溌近くには

この疲蕊車は上野溌第20'列車に連、車中零割￥便所,洗面所もあり，、
國内トビヅケ抜華 結し，者森にて連絡船1便（洞爺丸侮潅嘉車で退屈な時は船内のエント

、全國船舶調査 型）に搭識し，函館で擁1列車に連一ランスホ言ルやスモーキングルミム

日本紹舶の幾種’船型，船齢，速結される…‘蹄pは第2列車，2個’及食堂等にゆけるし叉上部の遊歩甲
力，，使用状況等を明確にする船舶調第202列率となって上野に着く．腰板であびのびと散歩等できて汽車旗

…雫3鼠……肇風一謹選…"…｡鑓'…2'行．"域ら隠微……“、｜
いに紬噸数5噸以上の漁船を含めて名(．.'パート6稿，フ･ルマン16名）來ろ．一頃のすし詰臓行に比べれば'1
統計調査が資施せられる． 他に給仕2名Iである奄氣關係とし夢の議な旅行である函館から第1
、到I丸再生近1，て謹篭機は60サイクル,24ボノ膠卜列車に蓮紡されて－1階札幌ヘウ途中
往年嵩速貨物船としてニユーヨーD.C.,螢光鮭は100サイクル,160、機關車事故で媛房が切れた時はさ・ナ

ク航路に名嘩を博した川崎汽船の聖ボルトA.C.,冷房は60サイクル，がに寒かった筑どうやら無事15日早

川丸は'鯵戦直前山口縣室津で爆躍220苧些トA.C・を使用して衝る朝絡着騨雲の札幌にすべりこんだ．j
を受け爾来3年空しく放蔵きれてゐ特に目新しい設伽はないが波も印難洞爺丸型の大型蛾道連絡艦が四隻

熟壼7蝋態恵縦霊孟奪壊鴛鰯ﾝ鐵驍欝儒親蕊職､
必上愈灸毎坐~の出發をした本船齢感じを受けるも診のであるが,疲議霞ゆける日が蜜現したこと剛と．，’

． l

"DW9800噸簸潤速]18kn巡航墓車のものは､10Qサイクルであるかな響く明るい叙持ｶﾐしてくる．惑い北．
13knの優秀性能をおしてゐたが,再らゑ黙その嫌な感鹸なかった，の嵐の海汲で船に乗りかへるため長
生の上舶本商船露の中に異彩を放、12月13H"201列車に連続されでぃ蒔間塞風にさらされる光景蓮思v、
つごとにならう． 上野發，北上するにつれて外は段々うかべるにつけても，ぬくぬくとし'
＠右近丸竣工す 塞ぐなって来るが暖房が-I-分きいて、て海を渡ること海I來ることはこの.
′日繊船舶部所陽の鋼材輪篭專用船ゐるので窓には露が出來て滴となら謹絡船の有難味である.(S､K・〕
右迩丸は去る' 2 月 上 旬 三 菱 炭島造船畠
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､550nL51.･83m･B8.50mD3.60m

，越九10,7iVi･主機レシブロ怪450HE.

悔日蛾船舶部は本年4月より「千代

好I演舟亀lとして新發足の豫定である．
今

、溺三天洋丸南氷洋へ

大洋漁業の食糧輪鍛離鮪三夫洋丸
P
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一 一海外ニユースー

の報道によるとイタリー政府は約700億リラに及

ぶ尤大なる造船識を考慮してゐるとのことであ
る，その中約'/3の250億リラは政府負措である．

この政府の助力の目的はイクリーの海運會祗が自

國造船所で肚界-一般と同じ船憤で船を造れる儀に
する↑こめである．計識20萬噸の中'んは油榔凝
ある．更に25,000噸級大西洋航&舗皆2隻(速力23
節）が建造される筈でぞの他に地中海諸島との交．
迩船初めモーター漁船等も青健fに含きれてみ:る．

快遊船用測深儀

(RaytheonManufacturingCompanys'
－

､MarmeDivisiQB,SubmarmeSignaI
Company,Boston).

小型漁船及快遊紹用の小型測深俵．原理は普響

測深儀と同じであるが技術的に簡易化されてゐ

る．制御装践發嫉器及び動力供給装置からなり

簡単迅速に装備出來る．制御装置の部品帥發信器

音響増幅器指示器及騒動盤澄は小ぢんまbにIII來

てゐて，約1沢四方,深4吋の飛沫の入らぬ箱に
牧められる.一分間に360回測深し,400災まで
正確に指示する。

錆腐蝕のない新しい流し(SeaMaid)

18ケーヂモネルメタル（銅ニッケル合金)を材
料とし，非常に耐蝕性強〈，海水で洗流出來る．
全艘が繼目なしの一材で出來て居て手荒な取扱針こ

耐へる．↑こと･へぱストーヴから出しﾅﾆばかウの熱

い皿を投げこんでも表面に傷がつかない．底が擬
q

〈科學的に設計されてゐるので，洗水のこぼれる

量が最小で，即座に完全に排水出來る．

､CO2記録器＞

(DavisEmergencyEquipmentC6mpariir,
Inc.,Newark,N・』.）

煙道中のカスのCO幽広愛化に敏感抵記鐵器．
CO2含有量の菱化が分析器に達して3秒半の後に

は之が記録される．分析器は煙道に近くおか雌る

ので，愛化率は煙道中に鍵化が起ると殆ど同時に

指示される．熱傅導の理論を使って，本分折器に

は常時作動する吸出ポンプが省かれてゐる．特徴

は，ガス稔出路の流驚が毎分250c.c.を超え函

ことで，その最小必要童は毎分20q･c・である‐

I
Ⅱ

海外ニュース

日進〃歩する海外の

事'勝をよく知ちう
、

世界建造中船舶概況

ロイドが去る10月發表しﾅﾆ1948年9風末現在
の統計で世界建造中の汽船及ﾓぞﾀー ﾙ剛何れも

100總噸以上）の總計は4,203,873總噸で6月末
に比して182,000總噸の端加を示してゐる．この

中英國及北アイルランドで建造中のものは52.6％

（440隻)で首位を占め，次はフラシス9.5%(106
隻)，アメリカ6.9%(40"),.スエーデン6.3%
（65隻）等壷でア.メリカは>6月末現在に比して建
造噸數が約倍にも墹加してゐるのが注目される．

總隻数は1,160隻で6月末日調査上.b9隻墹加
してゐるにすぎないが6000噸以上の大型船275
盤の内課は6000～8000噸31％，8000～10,000噸
まで28%,10iOOO～20,000噸38%,あとは

20,000~30,000噸5隻,30,000~40,000噸蝉
となって居り6月末に比して大型に塚りっ＞あ
る．總隻数の中汽船366隻，モーター船794隻
である､．尚25,000噸以上の船舶は何れもイギリ
スで建造中であって胸運國としての面目を依然占

あてゐる．．

次に注目さ奴てゐるタンカーの建造状況は

1,000總噸以上のもの116隻1,234,839噸で6

月末に比し27禽噸も輔加してゐる．首位のイギ
リスは全媛の約50％を占め61隻，次にアメリ

カが22影，17隻であb,6月末に比し15萬噸
以上も増加してゐる鮎を見てもアメリカのタンカ
ー建造熱が窮へる．

尚第三四半期(7～9月）の起工船舶は205隻，
約69寓噸，進水は216隻約56萬噸,-竣工は210
隻526,08当噸であつ↑二・

イタリ'一の造船計塞

ReuterTradeServicesの画一マからの最近

－ 3 3－

ユ 『-一一
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このfこめ庚大な櫨過装置や乾燥機を使用しない．

‐機定路の渦特な配置によって凝縮物や有害な酸は

．:､自然に除去される．職の出口と，通風堰板の煙道

側との間に唾力差を與へれば'--労スは必要漆速度

|・墓で分析鬘を定常的に自由に流れる．，
．。記鐸装置としてBroWn蓮績平衡電子記録瀞；

‐使用される．之にば24時間の圓形岡表がついて
ゐて，そのCO2の範園は0f､'20%である．

・英國の装荷者夏期學校

技篠渚育成に開して國家的關心を示してゐる英
｜崎

・園では昨年夏，産業界と大學とが協力して電氣技

術關係の所謂夏期學桟を開催しﾅﾆ．全國の電氣技

術關係の大學教授達に各研究機關の代表者達が参

英國のBenLmeの新造貨物船c{Benye血el#
錐が昨年6月完成して極東航路に就航しﾆ．本船

は戦時中喪失し↑こBenLine15隻の柿充として

戦時中より建造され↑二5隻の簸経船である．本総

の特徴は船員に至るまで夫盈個室をもってゐる己・

とであって嘉眞の雛に船員のCahinは上段と下

段のベッドが隣ウ合せて交互に並んでゐる．しか

も各窒共夫盈舷窓を有ってゐて温度調節の肌來ろ

通風装置がゆきわ↑こってゐる．マットレスも擢嘩
地のよいゴム製のものが用ひられてゐる．下級士

官用の船室も凡て個室で室内設備は十分整備され

最高級g艤装が施されてゐる．乗客用設備は船橘
櫻前端に6人分の個室があ膣丙装備は勿論,乗
心地も瀧鮎である・族客は士官達と共に食事をし
喫煙室も供用で梁しんで船族が出來る穰に配慮さ

れてゐる．

機械室前方には3箇，後方に2箇のHoldがあ

0,Hold全容量は･graincargo573,680立方

",Generalcargo549,090立方沢，燃料油ば

1600脳以上涜職出來る．急速荷役のﾅﾆめにマスト

とSamsonpostsには50T×1,20T×1,10T><

6,5Tx10計18本のデリツクと17蜜の電動擶

貨機がある．主機は二段減速歯車付のParscnS

turbineで単螺旋，速力16節を出す.BabcoCk

&Wilcox水管擁2基で蒸氣唾力430-封度/苧方

吋，蒸氣温度750｡Fである．補機は全部電化言

-れ,200kwの直流ターボゼネレーター1墓，

105kwのヂーゼルゼネレータ'－3蕊がある．

h

加してBritishThomsorMHouston會就の工場

を畢捷として行はi<I，7こ．會祇の技術者研究者等の

講演する最新の研究方法や技術發表と共に，耐論

會，座談會によって學界代表者が意見や暗示を披

歴してお互ひに研究の指導,知識の交換を行った

が技術者の養成に有意義な成果を得↑畠と報ぜられ
えゐる．

BenLineの新造船～

壷

船員個童 上級士官･室
＝

－34－

ー 許凹一－ －
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ある．主要輪出先は米國31.6％,薦印25％,.英國
8.9％，朝鮮7.8％等である．主要品の輪磁入童績
は次の通ウである．
輸 入

品名．薮量金額の比率(％〕
食糧296,325趣笛.0
石油1“032軒＝理.了
肥料59，821池’3．2

‐‐綿花52，098俵6．3
羊・毛･5j805)690封度､5.1
廓麺14497,503謎度3.1
域産物－52，580趣．．2．2
石炭148,924恥9．6

．＝．ム2，230趣1．2・
共他1．6

輸出
品名數謎金額の比率〈％〕
石渋99．067蓮．,γ､3－
生 8 . 2 7 6 俵 2 2 ． 4絹織爵3，“329ヤード”

・綿織物59,220,339才－F.2548
雑 貨 ， 2 1 ． 4
農産物－2．7－
水産猫29
金鴎1．6
機 械 一 1 ． 7
薬他璽⑨
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海菫關孫融資の概略、‐‐ 湖花52,098俵6．3
羊、毛･5j805)690封度､5.1

幕驫雪鰯鰯驚搬繊差鰯§“；“‘識蕊嘩霊
．＝．ム2，230趣1．2．

おきこの具綬化に努力してゐるが，船舶公團に對共他，､6
する分の360,000萬圓以外は大領次の如く内定し輪出
てゐる． 品名數謎金額の比率〈％〕

石渋99．067蓮．,γ､3－
海運業(船舶修理改造我）80,000寓凰･〔内定）8.276俵鴬織爵3,076,329ヤード2諸鍛舶公園 360,000〃・
港湾蓮迭業 11，000〃‐（内定）．、綿織物59,220,339才－F.2548

雑 貨 ， 2 ， ． 4倉庫業 ’''000〃（内定〕・農産物8，000〃（内定)2．7－
鉛舳迩修業水産猫一．2．9船舶裁難業 3,000-"

473.000〃 金 鴎，､6
計機械－，．7

薬他一此 等の融蚕 方針は大略次の通りである．8．2

1．海運業,､小型客船,新造船の工程桃及び銅 港謹施設の僅用統制額
船の改造修理費に對し融賓する． （昭和23年10月2日物便聴,趣験省告示）
2・‐船舶救難費･融資技術上困難多く枠も僅少’,繋船岸壁及繋船桟濡旋用料

で寳績も救助船の修理程度である．．‐(ﾕ）繋留24時閥未満の時登簿噸數,噸腱つき
3．船網公園・公團の事業計謹に基き費金の枠（2）繋留24朧間以上96時間以内の時岡_上1園50鍵

をきめて敵費する．

‘細蝿撚鳳則とし識職臘認妙＜〈"警辮……懲辮浬蟄蝋薑
ゐないﾅﾆめ》復奮修理の設備資金と艦艇解撤の蓮2．繋船浮標使用料
縛費余を主として融資する。繋留24時間霞でにつき、‐L

艤灘瀞簔至芸至蹴
5．港灘造修業6大港，貿易港及び石炭積揚

捲に蕊黙をおき，艀の新造，修理，曳船の修理新
設に融菱する．

3．上屋，倉庫使用料

5．倉鳳雛・6大港に特に重黙をPおき’倉庫の．（’）上屋使用料、
新設修理に融資を行ふ．

〔一）－殻使用料

貿易概況（昭和23年8月）イ．蛍物幟入の日より5日目迄無料。
、

ロ・貨物搬入の日より6日目以上15日目まで11無111月9日發表された8月の貿易概況は輸出入額
日憲で毎に8脚(叉は1趣’日惑で禄臆3鰯ぅ

共戦後最高記録を示しﾅﾆ．輸入では7月に比し，・ハ．貨物搬入の日から16日目以後1坪1FIまで錘庭
’5剛〈又は’･趣1．日_まで毎に6四〕

金額で23％鞘してゐる．米函よりの職入額は全鵠 但し,趣遼使用料は荷主の要求がある場合に限り之
の72％で食糧，右油，石炭が増加してゐる．輸出を受領することがMI来る．

では7月に比し金額で70榊加してゐる｡之は配（二）專刷使附料
1坪1ケ)1まで毎に80側、

般關係の好縛で米國向け生糸及蘭印向け絲布の増（2）倉庫柵↑j料
加によること及物慨改訂が畷格に影鍔し･にﾅﾆめで、’坪’ケ月憲で御に80剛
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塗料配営簸（池）
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93,"|‘ヨ副資材の需給經過,現況並

に將來の見透しについて

．稻葉治男

少

,“3091

,"‘"’
p凸、

〆＝

牛、

422."0130ヨ■ 『 、 I D

1．序

捌遥修用の職椛一口に云っても脚に籏次蹴撫壱4州の全生塵羅對比する上
汎多岐に亙ってするが，船舶の船隠;桟關等の主；期剛,…競鑓獄(趣)鵬紬獅“,剛溌比率霊,，

． ‐ ． ‐ ‐ = ＝ ー

要構成材料である普通鋼鋼材，銑鐵，非鐵金麗，

*牌蝿職撫柵…蔀砿"｡"…”・"｜”｜’'’5,515.6001456.50083.總孵してよい．

試みに順榊指定生産費材として船舶造修に1，/‘6,628600149950075
相當重要と考へられる物蓑を禍げると，別表（1）これに依って見れば全生産量が緬次回復すると

』こ示す様に50品目の多きに達する．（38頁参照）共に船舶部門に對する配當重が漸増しつ浄あ為こ
從ってこれら全部について経戦後の需給の経過とが判明する．大雑把に云って塗料の國内需要量

と現況等の詳細は割愛してこれらの中で特に現在は・23年度8寓睡((進)關係を含む）と孵せられ，
各種賓材の生産端溌の中にあって術且需給の雀しこれに對して､聡豫定量が2寓砿と云ふことであ
く苦しい而も船舶遥修用とじて重要な蚕材歎品目るので，平均充足率は25％となる課である．．

、

に限定して記載することにする．塗料の主要原料である油脂の面から考察す、れぱ
2．糊こ需給の逼逼せる副資材は何か將來の見透しは如何であらうか.(調合ペイントに
國内閥炭最の鯛蝋と各種基礎生産材（鐵鍍石，あっては，油脂一乾性油↑こる亜臘駐油．,荏油，桐

石油類,粘結炭等〕の輸入の増最に伴って各種賓油,肺賞油等一の調合率は製品重量の約35％程
材の國内生産も23年度に至って漸くその緒に就度,鐵船船底塗料の場合は約12%雨後に達する)．
いﾅﾆ槻がする.唯この中にあって,現在船舶迭修23年度蕊劉翔油脂の配営計註還:は3,200砿程度
ノ1涜材として最悪の辮合状況に置かれてゐるものと懲想せら鯉，これを24年度の6,500睡建度の配
に塗料，綿製品(綿帆布,綿布,綿索等),マニラ索営見込最と比較すると，塗料需給の先行きにも灰
がある．更に一指を屈すれば最近頓に需給状況がかな曙光が認められる．これは亜肺仁汕等の輸入
改善さ仇たが,-‘時塗炭の苦況にあつ↑二物費に｢力の好縛を期待しての推定であることは勿論であ
－バイト」がある．以下これらについて詳説し仁る．
い、

然らば從來國内の洲旨蓑源の活用の黙はどうか
，料塗と云ふと，亜聯仁油，桐油等の閣内生産愚は極め

′、塗料が指定生産費材に探り上げられ，始めて船て微だ↑こる数最である篤，魚油の利用に僅かに濡
舶部門に配當があったのは，昭和22年度第L－4路を求め，供出の魚油に對しては重油，石鹸等の
半期からである．自後の需給の炊況を示すと次の褒蝋物資がリンクされ催．

通りである。然し，こ伽ら魚油を原料とする塗料は乾燥，色
1
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料として脚帆布(主として亜肺帆布)の使用が考へ

･られ綿糸と共に亜麻糸の需緋祝を併せて老臆す
る要建たずろ．大鰕の需給の状況を示すと次の通

りである．
22年度（単位葆封度）

’

訓共に悪く，塗装後の槌色，鐙色等質的に勘ご劣

悪と，云はなければならない．製品の向上と割當量

の所要量に對して10乃至20％と云ふ窮迫朕況は，

今後急速な解決は梁観に過ぎると想はれるが，輸

入油脂の見透し好韓と相俟って前記の様に24年度
瞳若干明るくなるのではないかと恩ふ．・

綿製品（綿帆布，綿布，綿索等）
繊維製品は要求，配営共原糸換算で識合してゐ

ろので，以下凡て特記の外は原糸換算であると承
知さ#”こい．

綿製品は生糸輸出不振の折柄，現在日本の輸出

品の大宗を占める．從って園内産業用は極めて配

営を唾縮せられ，所謂飢餓輸出に類するもの鷺一

つである．爲に今後共輸出第一主義が弧化･される

限り大なる需給の好韓は望み得ない．

船舶部門に對する配當量と要求最とを比較する

と家の通りである．

22年度（軍位蔑封度）

’ 別’
｜
』

’
期 配常簸(a)|要求量.(b> 充足率aル
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23年度（軍位茂封吏〕P

|充足率aﾉb
129．2

1鑿

期別｜配鴬騒(a)
23－1ﾉ4 16．9

J4＝里ノ15．4

w4 1586

4ﾉ乳 未定

計47．9

要求通(b)

67．8

68．9

56．8

－

193.5

、

’
帆布の最低限度所要量は現在の船舶の造暢伏況

よb老へると，大艘4学期10,000反(1反50礁．
もの)程度と考へぢれ,これに鶴する賓際の4半期
の割営量は綿帆布,麻帆布を合計して3,500反前
後で壷b特に綿帆布は3,500反噸.500反程度に過

ぎない．

麻帆布は綿帆布に上丘して高憤なこと，完全な化

學防水が施行困難であること妻の爲に，今後共録、
小限縮口覆布剛については綿帆布を確保すべきで

あると職ふ．
？

マニラ席

維戦後のロ妄プ類の需給状況を摘記すると次の

通りである．（21年度は省略しｱﾆ・なほ次の表で

は-マニラロープ以外の大麻ロープ,､マオランロー

’要求澱(b)

90．0

94．5

88．0

83．2

，，355．7

充足率a/b

4．4

5．1

5．0

4．2

4．7‐
１
回
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
日
ｐ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
８
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

23年度（箪位寓封庇〕

１
１

P

三

’

|要求愛(b)
81．7

80．1

74．8

236.6

|充足率息/b
3．7

4．2

4．6

､

4．1
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剛鴬愚(a)

3．0

3．4

3．4

未定

9．8
ノ

これら綿糸ID要求雌中9割程度は綿帆布乃至綿プ等の雑繊維ロープを其の他の肺索欄に一括し
布である．綿帆布は船舶の砿口覆布川,天幕用,甲↑こ)．（表は次頁）
板補銭計器類の被覆刑，ウインドセイル用，或は数に特記しなけ伽ばならない黙は’特殊物件の

救命艇の識製帆用或は亦汽管類の保温材のカバマーラロープ約100萬封度(横須賀海軍工離鵬〕
一mにその"途が淡い．叉綿布は救命胴衣，浮環である・同ロープ．は海軍艦艇用に保摺されて届っ

の外衣用,船内装備關係別としては,椅子類のカパナニ關係で大裡のものが多く，維戦後建造を見ｱﾆ小

一，敷布用等これ亦甚だ隣汎な用途にあてられて型船に使用不可能の爲，比較的′j煙のものに過半
ゐる． ‘打直しをしﾅﾆSこの財源があ.つﾅﾆがﾅﾆめに23隼
綿糸の需給欣況が前記の如くである爲，代替材度第2－4学期迄前記の櫟にマニラロープの割営
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である．23年度第1-4半期から飛躍的に増量ぜ

られ，需綿|k況が一輔した．今後も大約この程度

は維持出来る筈である．（単位感）
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、（覗位概封度）

註誤内定数字でこの中お洪封度はサイザルローブの
溌定である．

皆無に近かつﾅﾆにも拘はらず局面をなんとか糊塗

し得に次第である．

今後の見透じとしては,永謹用に相當大量のマ

ーラ嵐－プが配営せられてゐる現況よりして，芽

イザルロー富プ等と共に船舶遥修用に相営量の配當

を期待出來るのではないかと思ふ．‐

カーバイト

、需給の経過欣況を簡軍に－表に示すと次の通り

’ 44.8

三 結・ び

“塗料，綿製品》マニラ索，カーパイI､について

は需給状況の推移,現況,並に見透し等大鵠以上

の通りであるが，其の他の副資材についてはどん

な具合でおぢうか．23年度第3－4半期分につ

いて主要副費材について需給の炊況を示すと別表

（1）の通りである．大擬これで現況を捉えること

が出来ると恩ふ．（海運總局菱材部）

‘’

’

ー‐ ー＝一マ.＝全

－

23年度鋪3－4半期主要副資材の需給炊況表
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I －「メーガー｣一覧表一

｢参一カー」一覧表（其四）船舶電氣關係－2
＝

I 船舶電機装備（舶朋篭氣協會所属） －

－

合
1

名 I所

け
Ｆ
■
■
■
■
Ｄ
１
１
１
ｒ
ｌ
卜
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

１
１ 地｜諏一

地 塵 祗 在 目．
ｰ

－■一

舳趣無装備
｜
，
Ｊ

株
株

ｆ
く

擬
溌

逓
魅

兎
ｆ

間
ｌ

継
月

ｒ
８
』
・
司
皿
叩

訓
胤

繩
揮

北
小海 ;錨路市入舟町5ノ2

1小稔市色内町1ノ20
船
胸

北

！
｜
上
上
上
上
上
上
上

上

青森市安方町1“・
八戸市小中野町北恢町8ノ3
釜石市釜石擁－－地割110．．
秋岡市土崎港愛宕町愛綺迩144

撫獅脇;71
綴懸聯覆鱸祁江名町爾辮職内’

〔 有 ）佐藤透槻工業所
水落透機工業所
岩手縣舳川髄樫（有）

北,獅繍鵬職潟
宮城縣納ﾉ3砥髪工事業紙合

禰烏縣舶用電機組合

１
１
１
１
“
１
１
ｑ
ｑ
０
１
０
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
６
■
Ｄ
■
■
■
０
０
Ｉ
Ｂ
０
ａ
Ｕ
ｄ
畠
■
■
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０
■
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Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
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日
日
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侭
同
伺
同
同
伺

１
１

〃
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〆』、

同

１
１ |諺職伽鴨擬鵜髄 祗

]X'島津 鐇 舶 稲 機 〔 株 ）

’1｝蕊驚蓋鰯
二I小坪篭蕪工業所

東京都港睡聯布飯倉町19
戦龍市西腿櫻木町4ノ,9
閥'奈川縣三獅郡三崎町花幕157
銚子市液町186
束京都『|』央唾顎徴町，ノ4
藤濁市鵠沼町中岡6361・
銚子市瀕町186． I

岡上
向上

船舶用透棲器具及装縮
同上一
船舶朋趣機器具
同上
船納電橇装備

畷

１
１ 所|新潟市西堀前迩6番町89’潟’（糠）

，

虎沼エ．業 同上新
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一艫の科學一，

戦後新造船（總噸数500T以上錨間）一覧表第四集〈昭和23年9月-12月）

主|雄繼遥総脈i長×鱸×深｜腸プ]1"鰐|艦名|蕊型農|總噸辮舗籍 ’力
一

I蝋：蟄識1

'q2,

1澱"

蕊灘|艫麓|蝿鯏菫:競淵:淵1，
噸“｜鯛…卜""""×2鮒i：蓮隷省
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光
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東
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．
日
大
日
喪
釧
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大
第
大
禰
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第
高
第
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錘
・
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１
９
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１
ｍ
お
ｌ
皿ＩＩ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
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１
５
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●
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４
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Ｔ
Ｌ
ｏ
１
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ｆ
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５
０
．
．
１
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．
１
６
０
Ⅱ
Ｉ
０
ｑ
０
ｏ
６
６

０
０

０
０
３
２

Ｆ
Ｐ

５
１
ｌ

Ｔ
Ｒ

４
３
３
３

■
ら

，
２
１

２
２

×
×

卵
蛇

■
●

１
０
５
４

×
×

７
０
８
１

●
●

ね
ね

３
２

１
１
１

戸
誤

剥
識

菱
菱

一
一
一
一
一
一Ｉ

！
迦遮 輪 省

日之田汽錨
〆

’鱈
三菱榊戸

三菱長端

名古屋造鋸

鋼管清水

蕊麓臓
山本満郷|“8，

獄"‘|…”3,592日本郵船 1

;
置

600‘

制‘
2,0

|2"::32,

一 〆

型
６
仇
９

■
■
●
●

唖
刎
加
恥

１
１
１
１

演
野
総
額

駁
玉
造
職

菱
井
鱈
菱

三
三
播
三 入

’
（註）＊印は船舶公劉と共有を示す．R(レシブ.n)T("一ピン)D(ヂーゼル),速力は巡航(般大〕を示す．

編集委員
編集後記○居住性の悪いポロ雛に乗って，安い迩賃を唯一の矯

溌朧綴篭鰯溌rWW琵壁駕轆繍辮井口常雄和篭春樹
本のポ画船であったことは決して，ほめた話ではないが，通貨の低雛が，
尋在物償の高騰を世界的にすこしでも下げることに役立てば識憐なことに横山渉’朝永研一郎
蓮ひな'億戦後日本の船は非常にへってしまづた．優秀な技術を持つ我閏

の船員諸君はさぞ牌肉の歎をかこって居られることであらう．外図註文船、古武彌輔肘田義鑑
に依って造船界は益令活況を呈して来た.が，次は裸傭船の多数許可に依つ

議鋳識灘識篭灘襄駕惠蓋篭秀蟇
に立つものを拾ひ災めて見たい．そして船の科學を皆雛の力でどしどし築
きあげてゆきだv､と念願してゐる．。

豫約購護案内趣々 の都合で市販は樫〈少敷に限られますので本誌
編集幹事

確保御希望の方は直接協會宛御申込み下さい．尚創刊號（11月城）は皆様

の御要望により若干増刷致しましたから至急;御申込下さい．（52側送料共〕〃田宮真田中幸正

”蕊{;;鰯柵"繩”朝永信雌船橋敬三
定償愛更其の他のため溌約購渕料金切れの際は前以って締算して御通知

競波哲太､申上 げ ま す から引槻き御僻談と 御 願 ひ 致 し ま す ． 前 田 文 雄

〆

－

q

、

患
～

１
１

戦嘉灘驚鷺灘難船の科學郷耀撫鰐(曙鍔)鯉識瀧鯛
〃 第 2 巻 第 2 號 ( No.4)定償601a

發行所 船 舶 技 術 協 會編集人シH1宮興

｜雷冊…蕊閏農園鍼東京都千代田隠西帥田2ノ3
弛稲九段（33）4179番
弛需辮口座東京70438

、夕

’ ’
本麓上への炭告は日東廠告杜東京都中央歴明石町61樋話築地〔55〕12“

－－ 40－
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， 本罐の特長

’直管ｦ使用夛募オリマスカラ補
修ガ簡易デアル‘・

Z効率ガ優秀デアル

35號縦ノズペースニモ2縦並列サ

ﾚ同碓以上ノ効率ヲ得ラレル

詳細ハ御照會ヲ乞う。
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東京都中央麗日本橋通一丁目六番地

電話日本橋(24)‘122.123.127.138:13965753
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→

各 種 船 舶

陸舶用汽機、汽
各種船舶の

及附属

の新 修理

風品製造

エ．－ジ

遥並

割襲
朧其‘他諸機

修理及り‐

；其他諸機械帷附

ルヴ

械諸機 製造

穰隠遥鋸所
取締役肚長横尾龍

撚磨造船所奥船渠

式
融

株
会

式
砒

必

取 締役祗 長横‐尾龍
専務取締役所長淋保敏男

本謎.鳥満蹴和生一四叩一五皇二幕
縣

呉船渠鳴鳥鴬豐｡闇八亨二墜八智警悪擦
鯨事務所綴雛協塑蕊了現且髄領雑鱒
群戸事務所淵景嘉詩晃塁七寧聖六塁乳ビ態
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蕊修理
－1

鐵榊‘

熱i漸寶紺
舶
及
Ⅲ
漁
柵
の
修
理

今
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ー
ゼ
ル
鵬
蝿
及
焼
玉
機
關
の
製
作
修
理

鋳
蛾
・
鋳
鋼
品
及
鍛
造
品
製
作

≦篭 函 壁壁

、
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Ⅷ

確世慌聯H工業株式會就
本社東京都｢11央陸日卒棚室町2の1(三井新航内）

睡紹日本橘(24)4323．4725
エ塙佐世保市元工厳内遮‘活佐世保(代炎)4～8
大阪事鞠所（北演鰯ピル）門司事務所(桟機郵船ピル）
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管業種目

船舶用無線機

漁船用無線槻

船内ラ ジオ

船内擴盤装置

受信川眞室管

法信用真空管

跡戸市兵廊随和田111通一丁目五番地
(電話)湊川⑤2457．2458．4633
束京都千代田l瞳丸ノ内二丁li
九ピル724號室（冠話)丸ノ内1421
紳戸市兵庫唾和田111通一丁目五番地
兵庫縣明石郡大久保町

本赴

一

三
一｛一

東京支店

神戸工場
大久保工場
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工 場呉市廣町末庚

東京事務所東京都中央歴呉服橋2の1電話日本桶(24)4924
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